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本市は市域が広範であり、地域によって特性が異なります。 

各地域の特徴を考慮した検討を行うため、市内８つの地域に関して、地域特性や課題、公共交通

の改善の方向性等についてカルテ形式でまとめました。 

 

表 本計画策定における地域区分 

地域名 対象地区 

八日市地域  建部地区、中野地区、八日市地区、南部地区 

平田･市辺地域  平田地区、市辺地区 

玉緒･御園地域  玉緒地区、御園地区 

永源寺地域  永源寺地区 

五個荘地域  五個荘地区 

愛東･湖東地域  愛東地区、湖東地区 

能登川地域  能登川地区 

蒲生地域  蒲生地区 

 

 

図 東近江市内の地域 

  

参考資料３ 地域別カルテ 
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東
近
江
市
の
特
性
・
課
題
と
改
善
の
方
向
性

【
地
域
カ
ル
テ
全
体
版
】

１
地
域
概
況

２
施
設
立
地
･公

共
交
通

(1
) 
施
設
の
立
地
状
況

・
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

2
3
店
舗
（
大
型
商
業
施
設
、
道
の
駅
含
む
）

八
日
市
地
域

…
 
店
舗
（
ア
ル
･プ
ラ
ザ
八
日
市
、
西
友
八
日
市
店
等
）

玉
緒
･御
園
地
域
…
１
店
舗
（
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
八
日
市
店
）

平
田
･市
辺
地
域
…
１
店
舗
（
マ
ミ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

永
源
寺
地
域

…
２
店
舗
（
八
百
亀
、
道
の
駅
奥
永
源
寺
渓
流
の
里
）

五
個
荘
地
域

…
１
店
舗
（
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
五
個
荘
店
）

愛
東
･湖
東
地
域
…
４
店
舗
（
道
の
駅
あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
湖
東
店
等
）

能
登
川
地
域

…
 
店
舗
（
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
能
登
川
店
、
フ
レ
ス
コ
能
登
川
店
、
丸
善
能
登
川
店
等
）

蒲
生
地
域

…
４
店
舗
（
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
蒲
生
店
、
シ
ョ
ッ
パ
ー
桜
川
等
）

・
総
合
病
院
･公
立
診
療
所

総
合
病
院
８
施
設
、
公
立
診
療
所
６
施
設

八
日
市
地
域

…
２
施
設
（
東
近
江
敬
愛
病
院
、
青
葉
病
院
）

玉
緒
･御
園
地
域
…
１
施
設
（
東
近
江
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

平
田
･市
辺
地
域
…
地
域
内
に
な
し

永
源
寺
地
域

…
２
施
設
（
永
源
寺
診
療
所
、
永
源
寺
東
部
出
張
診
療
所
）

五
個
荘
地
域

…
１
施
設
（
神
崎
中
央
病
院
）

愛
東
･湖
東
地
域
…
４
施
設
（
近
江
温
泉
病
院
、
湖
東
記
念
病
院
、
あ
い
と
う
診
療
所
、
湖
東
診
療
所
）

能
登
川
地
域

…
１
施
設
（
能
登
川
病
院
）

蒲
生
地
域

…
３
施
設
（
蒲
生
医
療
セ
ン
タ
ー
、
長
峰
診
療
所
、
鋳
物
師
診
療
所
）

・
学
校
小
学
校

2
2
校
、
中
学
校

1
0
校
、
高
等
学
校
 
校
、
養
護
学
校
１
校
、
専
門
学
校
１
校
、

短
期
大
学
１
校
、
大
学
１
校
、
専
門
職
大
学
１
校
、
準
学
校
法
人
１
校

八
日
市
地
域

…
小
学
校
４
校
、
中
学
校
２
校
、
高
等
学
校
４
校

玉
緒
･御
園
地
域
…
小
学
校
２
校
、
中
学
校
１
校

平
田
･市
辺
地
域
…
小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校
、
養
護
学
校
１
校
、
短
期
大
学
１
校
、
大
学
１
校

永
源
寺
地
域

…
小
学
校
２
校
、
中
学
校
１
校
、
準
学
校
法
人
１
校

五
個
荘
地
域

…
小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校
、
専
門
学
校
１
校

愛
東
･湖
東
地
域
…
小
学
校
 
校
、
中
学
校
２
校
、
専
門
職
大
学
１
校

能
登
川
地
域

…
小
学
校
４
校
、
中
学
校
１
校
、
高
等
学
校
１
校

蒲
生
地
域

…
小
学
校
３
校
、
中
学
校
１
校

・
企
業 八
日
市
地
域

…
市
役
所
周
辺
に
国
･県
の
出
先
機
関
や
銀
行
の
支
店
等
が
集
積

玉
緒
･御
園
地
域
…
八
日
市
Ｉ
Ｃ
周
辺
、
国
道

3
0

7
号
沿
い
、
布
引
丘
陵
等
に
電
子
機
器
等
の
大
規
模
工
場
が
立
地

平
田
･市
辺
地
域
…
布
引
丘
陵
地
に
は
３
つ
の
工
業
団
地
が
立
地
し
、
電
子
機
器
等
の
大
規
模
工
場
が
立
地

永
源
寺
地
域

…
国
道

4
2

1
号
（
玉
緒
･御
園
地
域
境
）
沿
い
等
に
複
数
企
業
が
立
地

五
個
荘
地
域

…
愛
知
川
沿
い
を
中
心
に
様
々
な
業
種
の
工
場
、
国
道
８
号
沿
い
に
は
物
流
施
設
が
立
地

愛
東
･湖
東
地
域
…
湖
東
工
業
団
地
を
は
じ
め
３
つ
の
工
業
団
地
等
に
建
築
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
が
進
出

能
登
川
地
域

…
の
と
が
わ
･志
賀
工
業
団
地
や
能
登
川
駅
周
辺
等
に
工
場
が
立
地

蒲
生
地
域

…
近
江
鉄
道
本
線
沿
い
に
 
つ
の
工
業
団
地
が
立
地

(2
) 
公
共
交
通
の
状
況

・
東
近
江
市
に
は
、

J
R
（
１
路
線
１
駅
）
、
近
江
鉄
道
（
２
路
線

1
3
駅
）
、
路
線
バ
ス
（
４
路
線

6
系
統
）
、
ち
ょ

こ
っ
と
バ
ス
（
９
路
線
）
、
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
（

1
0
路
線

1
2
エ
リ
ア
）
、
タ
ク
シ
ー
（
８
事
業
者
）
が
運
行

・
近
江
鉄
道
の
利
用
者
数
は
横
ば
い
で
推
移
。

・
路
線
バ
ス
の
収
支
率
は
横
ば
い
で
推
移
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
の
年
間
利
用
者
数
は

1
4
万
人
前
後
で
推
移
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
利
用
者
は
２
万
７
千
人
前
後
で
推
移
。
近
年
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

・
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ど
の
公
共
交
通
も
利
用
者
の
減
少
、
収
支
率
の
悪
化
が
見
ら
れ
た
。

(1
) 
土
地
利
用
状
況

・
八
日
市
地
域
や
能
登
川
地
域
に
高
校
や
商
業
施
設
等
、
主
要
施
設
が
多
く
集
積
し
て
お
り
、
東
近
江
市
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
五
個
荘
地
域
は
愛
荘
町
と
隣
接
し
て
お
り
、
国
道
８
号
沿
い
に
建
物
が
集
積
し
て
い
る
。
愛
東
･湖

東
地
域
や
蒲
生
地
域
は
各
支
所
の
周
辺
に
施
設
が
あ
る
ほ
か
、
田
園
地
域
の
中
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
永
源

寺
地
域
は
国
道

4
2

1
号
及
び
県
道
高
木
八
日
市
線
沿
い
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

・
八
日
市
地
域
か
ら
玉
緒
･御
園
地
域
、
能
登
川
地
域
に
人
口
集
中
地
区

(D
ID

)が
あ
り
、

H
2

7
年
と

R
２
年
の
国
勢
調

査
を
比
較
す
る
と
、
面
積
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
が
、
能
登
川
地
域
で
は
人
口
密
度
は
低
下
し
て
い
る
。

(2
) 
人
口
状
況

・
東
近
江
市
の
人
口
は
、

R
２
年
国
勢
調
査
で
は

1
1

2
,8

1
9
人
で
、

H
2

7
年
と
比
較
し

1
,3

6
1
人
減
少
し
て
い
る
。

・
年
代
別
人
口
で
は
、

4
0
～

4
9
歳
や

6
5
～

7
4
歳
が
多
い
。

[図
1

]

(3
) 
人
口
推
移

・
人
口
が
多
い

6
5
歳
か
ら

7
4
歳
人
口
が
、
今
後

1
0
年
で
後
期
高
齢
者
と
な
る
。

[図
1

]
・
令
和
２
年
時
点
で
の
高
齢
化
率

(6
5
歳
以
上

)は
2

7
.2

%
で
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
愛
東
･湖
東
地
域
や
永
源
寺
地
域
は

特
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

[図
2

]
※
地
域
別
高
齢
化
率
は
各
地
域
カ
ル
テ
参
照

・
3

0
歳
か
ら

4
4
歳
に
か
け
て
人
口
は
わ
ず
か
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

2
0
歳
か
ら

2
4
歳
人
口
の

1
0
％
（
約

8
0

0
人
）
が
市
外
に
流
出
す
る
等
、

2
0
歳
代
の
人
口
流
出
が
顕
著
で
あ
る
。

[図
3

]
・

H
2

2
年
か
ら

H
2

7
年
と

H
2

7
年
か
ら

R
２
年
で
の
人
口
増
減
比
較
で
は
、

2
0
歳
か
ら

2
4
歳
の
人
口
減
少
率
が

1
0
％
を
超
え
て
い
る
が
、

2
5
歳
以
降
の
人
口
は
お
お
む
ね
維
持
し
て
い
る
。

[図
4

]
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～
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東
近

江
市

の
特

性
・

課
題

と
改

善
の

方
向

性
【

地
域

カ
ル

テ
全

体
版

】

３
市
内

在
住
者
の
移
動
実
態
と
市
内
施
設

へ
の
来
訪
実
態

１
～
３
＋
ヒ
ア
リ
ン
グ
･ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

踏
ま
え
た
課
題
整
理

(
1)

通
勤

①
市

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

市
内

及
び

隣
接

市
町

へ
の

通
勤

に
は

主
に

車
（

マ
イ

カ
ー

）
が

利
用

さ
れ

て
い

る
。

・
大

阪
･
京

都
方

面
へ

の
通

勤
に

は
Ｊ

Ｒ
が

利
用

さ
れ

て
お

り
、

近
江

鉄
道

八
日

市
駅

か
ら

J
R
近

江
八

幡
駅

経
由

の
利

用
や

能
登

川
駅

か
ら

の
利

用
が

あ
る

。
・

通
勤

時
間

帯
に

交
通

が
集

中
す

る
国

道
4
2
1
号

八
日

市
Ｉ

Ｃ
付

近
や

国
道

８
号

等
で

は
、

渋
滞

が
発

生
し

て
い

る
。

②
市

内
施

設
へ

の
来

訪
実

態
・

大
半

が
車

（
マ

イ
カ

ー
）

通
勤

だ
が

、
Ｊ

Ｒ
沿

線
居

住
者

等
、

一
部

で
は

近
江

鉄
道

を
は

じ
め

と
し

た
公

共
交

通
を

利
用

し
、

八
日

市
駅

周
辺

や
官

庁
街

へ
の

通
勤

の
流

れ
が

あ
る

ほ
か

、
複

数
の

企
業

が
駅

と
の

シ
ャ

ト
ル

便
を

運
行

し
て

い
る

。
し

か
し

、
工

業
団

地
は

郊
外

に
あ

る
こ

と
や

勤
務

時
間

等
の

影
響

も
あ

る
こ

と
か

ら
車

（
マ

イ
カ

ー
）

通
勤

が
主

と
な

っ
て

い
る

。

(
2)
 通

学
①

市
内

在
住

者
の

移
動

実
態

ア
小

･
中

学
校

・
小

学
校

や
中

学
校

か
ら

遠
方

に
居

住
す

る
児

童
は

、
ス

ク
ー

ル
バ

ス
や

路
線

バ
ス

･ち
ょ

こ
っ

と
バ

ス
で

通
学

し
て

い
る

。
ア

高
校

・
市

内
の

高
校

は
八

日
市

地
域

に
集

積
し

て
お

り
、

八
日

市
地

域
周

辺
に

居
住

す
る

学
生

の
通

学
手

段
は

自
転

車
が

中
心

だ
が

、
一

部
で

保
護

者
の

送
迎

が
見

ら
れ

る
。

・
市

外
の

高
校

へ
の

通
学

は
Ｊ

Ｒ
･
近

江
鉄

道
の

利
用

が
多

く
あ

り
、

最
寄

り
駅

ま
で

は
自

転
車

や
路

線
バ

ス
･

ち
ょ

こ
っ

と
バ

ス
の

利
用

が
あ

る
も

の
の

、
保

護
者

に
よ

る
送

迎
も

見
ら

れ
る

。
イ

専
門

･大
学

・
Ｊ

Ｒ
を

利
用

し
た

京
阪

神
方

面
へ

の
通

学
が

多
い

。
②

市
内

施
設

へ
の

来
訪

実
態

ア
高

校
・

隣
接

市
町

か
ら

八
日

市
高

校
、

八
日

市
南

高
校

へ
の

通
学

で
は

、
近

江
鉄

道
、

路
線

バ
ス

の
神

崎
線

の
利

用
が

多
く

あ
る

が
、

自
転

車
や

保
護

者
の

送
迎

も
見

ら
れ

る
。

・
滋

賀
学

園
中

学
･
高

等
学

校
は

、
学

校
と

各
地

域
を

結
ぶ

ス
ク

ー
ル

バ
ス

を
運

行
し

て
い

る
。

イ
専

門
･大

学
・

京
阪

神
方

面
か

ら
の

通
学

で
Ｊ

Ｒ
の

利
用

は
あ

る
が

、
び

わ
こ

学
院

大
学

･
び

わ
こ

学
院

短
期

大
学

部
へ

の
通

学
で

は
近

江
八

幡
駅

か
ら

の
ス

ク
ー

ル
バ

ス
の

運
行

に
よ

り
近

江
鉄

道
の

利
用

が
ほ

と
ん

ど
な

い
。

(
3)
 通

院
①

市
内

在
住

者
の

移
動

実
態

・
各

地
域

に
個

人
医

院
や

診
療

所
が

あ
り

、
か

か
り

つ
け

医
は

地
域

内
で

の
通

院
が

多
い

。
・

総
合

病
院

へ
の

通
院

は
、

診
療

科
目

に
よ

っ
て

通
院

す
る

病
院

が
異

な
る

。
・

か
か

り
つ

け
医

や
総

合
病

院
へ

の
通

院
は

、
大

半
が

車
（

マ
イ

カ
ー

）
移

動
で

あ
り

、
自

分
自

身
で

送
迎

で
き

な
い

場
合

は
、

家
族

が
送

迎
し

て
い

る
こ

と
が

多
い

が
、

路
線

バ
ス

、
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

、
タ

ク
シ

ー
を

利
用

し
た

通
院

も
あ

る
。

(
4)
 買

物
①

市
内

在
住

者
の

移
動

実
態

・
ス

ー
パ

ー
等

日
常

の
買

物
は

地
域

内
や

隣
接

地
域

で
行

わ
れ

て
い

る
が

、
衣

料
品

等
は

近
江

八
幡

市
等

、
市

外
へ

の
買

物
移

動
が

見
ら

れ
る

。

(
5)
 観

光
・

市
内

有
数

の
観

光
入

込
客

数
を

誇
る

道
の

駅
あ

い
と

う
マ

ー
ガ

レ
ッ

ト
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

太
郎

坊
宮

、
永

源
寺

、
百

済
寺

な
ど

の
古

刹
、

豊
か

な
自

然
環

境
の

奥
永

源
寺

等
が

あ
る

が
、

車
（

マ
イ

カ
ー

）
や

観
光

バ
ス

で
の

来
訪

が
多

い
。

(1
) 
地
域
全
体

・
車

（
マ

イ
カ

ー
）

移
動

が
中

心
と

な
っ

て
い

る
一

方
で

高
齢

化
が

進
ん

で
お

り
、

高
齢

者
で

運
転

免
許

証
の

自
主

返
納

を
考

え
て

い
る

人
も

多
い

。
・

市
街

化
区

域
に

集
住

が
進

む
一

方
で

、
中

山
間

地
域

、
農

村
集

落
で

は
高

齢
化

が
顕

著
に

な
っ

て
い

る
。

・
幹

線
（

鉄
道

･
路

線
バ

ス
）

、
支

線
（

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

）
で

構
成

さ
れ

る
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

各
拠

点
の

連
絡

強
化

が
必

要
。

(2
) 

通
勤

・
工

業
団

地
が

愛
知

川
沿

い
･布

引
丘

陵
地

を
は

じ
め

郊
外

に
立

地
し

て
い

る
。

多
く

は
車

（
マ

イ
カ

ー
）

通
勤

で
あ

り
、

公
共

交
通

を
利

用
し

た
通

勤
形

態
転

換
に

向
け

た
取

組
を

進
め

て
行

く
必

要
が

あ
る

。

(3
) 

通
学

・
幼

少
期

か
ら

継
続

的
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
･マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
い

、
公

共
交

通
や

徒
歩

等
を

含
め

た
多

様
な

交
通

手
段

を
適

度
に

（
＝

か
し

こ
く

）
利

用
す

る
意

識
醸

成
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

・
公

共
交

通
間

の
乗

り
継

ぎ
利

便
性

向
上

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
も

多
く

、
切

れ
目

の
な

い
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

た
め

に
は

、
交

通
結

節
点

の
機

能
強

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
運

転
手

確
保

が
課

題
と

な
っ

て
お

り
、

公
共

交
通

を
利

用
し

た
通

学
に

転
換

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

(4
) 

通
院

・
公

共
交

通
の

乗
り

継
ぎ

等
に

よ
り

、
車

（
マ

イ
カ

ー
）

移
動

と
比

べ
て

移
動

時
間

が
長

時
間

と
な

る
こ

と
か

ら
、

高
齢

者
の

外
出

支
援

を
踏

ま
え

つ
つ

、
移

動
時

間
の

短
縮

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

(5
) 

買
物

・
八

日
市

駅
周

辺
だ

け
で

な
く

、
国

道
８

号
や

国
道

4
2
1
号

沿
い

に
商

業
施

設
が

立
地

し
て

お
り

、
車

（
マ

イ
カ

ー
）

に
頼

ら
ず

と
も

日
常

生
活

に
お

け
る

安
定

し
た

移
動

が
可

能
な

環
境

づ
く

り
が

求
め

ら
れ

る
。

(6
) 

観
光

・
観

光
需

要
に

対
応

を
含

め
た

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
観

光
に

使
え

る
公

共
交

通
の

情
報

提
供

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
・

観
光

や
レ

ジ
ャ

ー
等

を
目

的
と

し
た

来
訪

者
が

、
車

（
マ

イ
カ

ー
）

に
頼

ら
ず

に
周

遊
で

き
る

交
通

環
境

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。

(
7
)
 
広
報
･
そ
の
他

・
関

心
を

集
め

、
公

共
交

通
の

利
用

増
を

図
る

た
め

に
は

、
広

報
等

の
充

実
が

重
要

。
利

用
者

が
必

要
す

る
情

報
を

分
か

り
や

す
く

確
実

に
伝

達
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
公

共
交

通
を

使
い

慣
れ

て
い

な
い

市
民

に
運

行
内

容
を

知
っ

て
い

た
だ

き
、

一
度

使
っ

て
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

公
共

交
通

に
対

す
る

意
識

や
行

動
の

変
容

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
・

少
子

高
齢

化
社

会
に

対
応

し
た

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

を
取

り
入

れ
た

交
通

環
境

の
充

実
が

求
め

ら
れ

る
。

１
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
を
踏
ま
え
た

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

２
多

様
で
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
･利

用
し
や
す
い
交
通
環

境
の
提
供

３
運

行
維
持
に
向
け
た
取
組
の
推
進

東
近

江
市
に

お
け
る
取

組
方

針
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概
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年
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6
5
歳
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図
1

年
代

別
人

口
構

成
図

3
人

口
推

移
コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平

成
2
2
年

⇒
令

和
２

年
の
増

減

図
4

人
口

推
移

コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平

成
2
2
年

⇒
平

成
2
7
年

と
平

成
2
7
年

⇒
令

和
２

年
の
比

較

図
2

人
口

推
移

人
口
流
入

が
鈍
化

五
個
荘
地
域

愛
東
 湖

東
地
域

八
日

市
地

域

平
田
 市

辺
地
域

玉
緒
 御

園
地
域

市
立
布
引
小
学
校

青
葉
病
院

バ
ロ
ー
八
日
市
店

市
立
八
日
市
南
小
学
校

私
立
滋
賀
学
園
中
学
校

 
高
等
学
校

市
立
八
日
市
北
小
学
校

県
立
八
日
市
高
等
学
校

市
立
箕
作
小
学
校 私
立
司
学
館
高
等
学
校

市
立
聖
徳
中
学
校

M
E
G

A
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

U
N

Y
東
近
江
店

東
近
江
敬
愛
病
院

県
立
八
日
市
南
高
等
学
校

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
近
江
店

西
友
八
日
市
店

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
八
日
市
店

太
郎
坊
宮

東
近
江
市
役
所

八日市

河辺の森

：
専
門
学
校

：
高
等
学
校

：
大
学

：
小
中
学
校

：
市
役
所
･
支
所

：
総
合
病
院
･
公
立
診
療
所

：
民
間
診
療
所

：
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

：
山
・
寺
・
集
客
施
設
等

：
図
書
館

：
ス
ポ
ー
ツ
施
設

：
主
な
工
場

-
凡
例

-
(1
) 
土
地
利
用
状
況

・
行
政
機
関
、
高
校
、
商
業
施
設
等
、
主
要
施
設
も
多
く
集
積
し
て
お
り
、
東
近
江
市
の
中
心
部
と
な
っ
て
い
る
。

・
人
口
の
多
く
は
、
古
く
か
ら
市
場
町
と
し
て
栄
え
た
八
日
市
駅
周
辺
か
ら
国
道

4
2

1
号
沿
い
に
集
中
し
て
お
り
、

人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
に
な
っ
て
い
る
。

・
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
は
、

S
4

0
年
国
勢
調
査
で
は
面
積

1
.1

0
k
㎡
･人
口
密
度
は

8
,3

4
0
人
が
、

H
1

2
年

国
勢
調
査
で
は
面
積

4
.1

6
k
㎡
･人
口
密
度
は

4
,5

2
8
人
と
面
積
は
拡
大
も
人
口
密
度
が
低
下
し
て
い
た
が
、
Ｒ
２

年
国
勢
調
査
で
は
面
積

5
.0

3
k
㎡
･人
口
密
度
は

4
,7

6
0
人
と
、
人
口
密
度
は
高
ま
っ
て
い
る
。

・
近
江
鉄
道
太
郎
坊
宮
前
駅
周
辺
の
市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
居
住
誘
導
可
能
な
未
利
用
地
が
あ
る
。

(2
) 
人
口
状
況

・
人
口
は
、
Ｒ
２
年
国
勢
調
査
で
は

2
8

,0
2

3
人
で
、
Ｈ

2
7
年
と
比
較
し
、

9
4

6
人
増
加
し
て
い
る
。

・
年
代
別
人
口
で
は
、

4
0
歳
代
が
最
も
多
く
、
次
に

6
5
～

7
4
歳
代
、

3
0
歳
代
が
多
い
。

[図
1

]
・
南
部
地
区
を
中
心
に
外
国
籍
の
居
住
が
集
中
し
て
い
る
。

(3
) 
人
口
推
移

・
令
和
２
年
時
点
で
の
高
齢
化
率

(6
5
歳
以
上

)は
2

2
.8

%
で
、
市
内
で
最
も
高
齢
化
率
は
低
い
が
、
八
日
市
駅
周
辺

で
は
高
齢
化
率
が

3
5
％
を
超
え
る
町
が
複
数
あ
る
。

[図
2

]
※
町
別
高
齢
化
率
は
本
編

1
3
ペ
ー
ジ
参
照

・
2

5
歳
か
ら

4
4
歳
の
人
口
流
入
が
続
い
て
お
り
、
増
加
率
は

4
0
％
近
く
、
人
数
換
算
で
は

9
0

0
人
を
超
え
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
八
日
市
地
域
の
人
口
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

[図
3

]
・
Ｈ

2
2
年
か
ら
Ｈ

2
7
年
と
Ｈ

2
7
年
か
ら
Ｒ
２
年
で
の
人
口
増
減
比
較
で
は
、
多
く
の
年
代
で
人
口
流
入
状
況
は
維

持
で
き
て
い
る
が
、

2
0
歳
か
ら

2
4
歳
の
人
口
増
加
数
が
鈍
化
し
て
い
る
。

[図
4

]

(1
) 
施
設
の
立
地
状
況

・
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
：
ア
ル
･プ
ラ
ザ
八
日
市
や
西
友
八
日
市
店
等
、
 
店
舗
が
立
地

・
総
合
病
院
･公
立
診
療
所
：
東
近
江
敬
愛
病
院
や
青
葉
病
院
が
立
地

・
学
校
：
小
学
校
４
校
、
中
学
校
２
校
、
高
等
学
校
４
校

・
企
業
：
市
役
所
周
辺
に
国
･県
の
出
先
機
関
や
銀
行
の
支
店
等
が
集
積

(2
) 
公
共
交
通
の
状
況

・
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
は
、
路
線
バ
ス
（
２
路
線
）
、
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
（
６
路
線
）
、
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
（
４

路
線
）
が
乗
り
入
れ
る
等
、
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
と
各
地
域
を
結
ぶ
交
通
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
。

・
近
江
鉄
道
新
八
日
市
駅
は
近
江
八
幡
方
面
へ
の
通
学
利
用
者
が
多
く
、
南
部
地
区
在
住
の
学
生
の
利
用
が
多
い
。

・
令
和
３
年
度
に
近
江
鉄
道
太
郎
坊
宮
前
駅
周
辺
整
備
工
事
が
完
了
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
た
。

・
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
と
各
地
域
を
結
ぶ
路
線
は
数
多
く
あ
る
一
方
で
、
八
日
市
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
地
方

道
彦
根
八
日
市
甲
西
線
沿
い
に
あ
る
公
共
施
設
や
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
等
を
循
環
す
る
路
線
が
な
い
。

・
路
線
バ
ス
で
あ
る
近
江
鉄
道
バ
ス
御
園
線
で
は
、
国
道

4
2

1
号
沿
い
の
交
通
量
が
多
い
た
め
、
朝
･夕
の
通
勤
･通

学
時
間
帯
や
休
日
昼
間
で
遅
延
が
発
生
し
て
い
る
。

・
近
江
鉄
道
八
日
市
線
（
八
日
市
駅
～
太
郎
坊
宮
前
駅
）
利
用
者
数
、
路
線
バ
ス
の
収
支
率
は
横
ば
い
で
推
移

・
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
小
脇
循
環
線
の
利
用
者
は
増
加
傾
向
も
、
建
部
線
は
ほ
と
ん
ど
利
用
が
な
い
状
況
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海
道
新
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線
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：
ＩＣ
・
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：
人
口
集
中
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区
（
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地
域
別
の
特
性
・
課
題
と
改
善
の
方
向
性

【
八
日
市
地
域
】

３
地
域
内
在
住
者
の
移
動
実
態
と
地
域
内
施
設
へ
の
来
訪
実
態

１
～
３
＋
ヒ
ア
リ
ン
グ
･ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
踏
ま
え
た
課
題
整
理

(1
) 
通
勤

①
地
域
内
在
住
者
の
移
動
実
態

・
八
日
市
地
域
周
辺
の
企
業
の
ほ
か
、
隣
接
市
町
を
は
じ
め
地
域
外
へ
の
通
勤
も
見
ら
れ
、
多
く
は
車
（
マ
イ

カ
ー
）
通
勤
で
あ
る
。

②
地
域
内
施
設
へ
の
来
訪
実
態

・
Ｊ
Ｒ
沿
線
居
住
者
等
、
一
部
で
は
近
江
鉄
道
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
交
通
を
利
用
し
、
八
日
市
駅
周
辺
や
官
庁

街
へ
の
通
勤
の
流
れ
は
あ
る
が
、
多
く
は
車
（
マ
イ
カ
ー
）
通
勤
で
あ
る
。

③
出
張
者
の
来
訪
実
態

・
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
八
日
市
駅
前
等
の
ホ
テ
ル
に
長
期
滞
在
し
、
日
野
町
に
あ
る
日
野
第
二
工
業
団
地
へ
の
タ
ク

シ
ー
利
用
が
多
く
あ
っ
た
が
、
現
在
は
出
張
利
用
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

(2
) 
通
学

①
地
域
内
在
住
者
の
移
動
実
態

ア
高
校

・
地
域
内
の
通
学
は
自
転
車
が
中
心
だ
が
、
一
部
で
保
護
者
の
送
迎
が
見
ら
れ
る
。

・
近
江
八
幡
、
彦
根
、
日
野
･水
口
方
面
へ
の
通
学
は
近
江
鉄
道
、
能
登
川
方
面
へ
の
通
学
は
、
路
線
バ
ス
で
あ
る

近
江
鉄
道
バ
ス
神
崎
線
の
利
用
が
あ
る
。

イ
専
門
･大
学

・
近
江
鉄
道
八
日
市
線
各
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅
を
経
由
し
京
都
方
面
へ
の
通
学
利
用
が
多
い
。

②
地
域
内
施
設
へ
の
来
訪
実
態

ア
高
校

・
隣
接
市
町
や
能
登
川
地
域
か
ら
八
日
市
高
校
、
八
日
市
南
高
校
へ
の
通
学
で
は
、
近
江
鉄
道
、
路
線
バ
ス
で
あ

る
近
江
鉄
道
バ
ス
神
崎
線
の
利
用
が
多
く
あ
る
。

・
滋
賀
学
園
中
学
･高
等
学
校
は
、
学
校
と
各
地
域
を
結
ぶ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。

(3
) 
通
院

①
地
域
内
在
住
者
の
移
動
実
態

・
地
域
内
に
診
療
所
が
多
数
あ
り
、
か
か
り
つ
け
医
は
地
域
内
で
の
通
院
が
多
い
。

・
総
合
病
院
へ
の
通
院
は
、
診
療
科
目
に
よ
っ
て
通
院
す
る
病
院
が
異
な
る
が
、
東
近
江
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

東
近
江
敬
愛
病
院
、
湖
東
記
念
病
院
へ
の
通
院
が
多
い
。

・
診
療
所
、
総
合
病
院
と
も
に
、
大
半
が
車
（
マ
イ
カ
ー
）
移
動
で
あ
る
。
自
身
が
車
（
マ
イ
カ
ー
）
で
通
院
で

き
な
い
場
合
は
、
家
族
が
送
迎
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
路
線
バ
ス
、
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
湖
東
線
、
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
た
通
院
も
あ
る
。

②
地
域
内
施
設
へ
の
来
訪
実
態

・
人
口
透
析
患
者
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
が
、
大
半
が
車
（
マ
イ
カ
ー
）
で
通
院
し
て

い
る
。

(4
) 
買
物

①
地
域
内
在
住
者
の
移
動
実
態

・
日
常
の
買
物
が
で
き
る
店
舗
が
多
く
立
地
し
て
お
り
、
地
域
内
で
の
買
物
移
動
が
多
い
。

②
地
域
内
施
設
へ
の
来
訪
実
態

・
旧
八
日
市
市
内
の
他
地
域
や
永
源
寺
地
域
、
愛
東
･湖
東
地
域
な
ど
か
ら
の
買
物
移
動
が
あ
る
。

(5
) 
観
光

・
市
内
有
数
の
観
光
客
入
込
数
が
あ
る
太
郎
坊
宮
は
、
車
（
マ
イ
カ
ー
）
で
の
来
訪
が
ほ
と
ん
ど
。

・
聖
徳
太
子
に
ゆ
か
り
の
あ
る
寺
等
が
複
数
あ
り
、
観
光
客
誘
客
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

(1
) 
地
域
全
体

・
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
は
重
要
な
交
通
結
節
点
で
あ
り
、
市
内
各
地
域
拠
点
と
中
心
市
街
地
間
の
移
動
、
近
江
鉄
道

を
経
由
し
、
Ｊ
Ｒ
沿
線
を
は
じ
め
と
す
る
円
滑
で
広
域
的
な
移
動
が
可
能
な
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

・
東
近
江
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
駅
前
ホ
テ
ル
誘
致
や
中
心
市
街
地
へ
の
新
規
出
店
が
進
ん

で
い
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
」
整
備
が
計
画
さ
れ
る
等
、
市
内
外
か
ら
近
江
鉄
道
八
日

市
駅
周
辺
地
域
の
移
動
需
要
創
出
と
連
携
し
た
公
共
交
通
網
の
整
備
が
必
要
と
な
る
。

(2
) 
通
勤

・
通
勤
･通
学
時
間
帯
で
は
、
国
道

4
2

1
号
等
で
の
交
通
渋
滞
に
よ
る
近
江
鉄
道
バ
ス
の
遅
延
が
発
生
し
て
お
り
、

交
通
関
連
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
移
動
需
要
を
把
握
し
、
公
共
交
通
を
利
用
し
た
通
勤
形
態
転
換
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

・
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
や
官
公
庁
周
辺
地
域
は
、
公
共
交
通
を
利
用
し
た
通
勤
は
可
能
で
あ
る
が
、
多
く
は
車
（
マ

イ
カ
ー
）
通
勤
で
あ
り
、
公
共
交
通
を
利
用
し
た
通
勤
形
態
転
換
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

(3
) 
通
学

・
幼
少
期
か
ら
継
続
的
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
･マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
公
共
交
通
や
徒
歩
等
を
含
め
た
多
様
な
交
通
手

段
を
適
度
に
（
＝
か
し
こ
く
）
利
用
す
る
意
識
醸
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

・
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

(4
) 
通
院

・
停
留
所
の
位
置
が
分
か
り
に
く
い
、
時
刻
表
が
見
づ
ら
い
と
い
っ
た
声
や
、
停
留
所
の
待
合
環
境
が
悪
い
と
い
う

意
見
も
あ
り
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
待
合
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

(5
) 
買
物

・
地
域
内
在
住
者
の
利
用
の
ほ
か
、
買
物
の
た
め
の
各
地
か
ら
の
来
訪
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
多
く
が
車
（
マ
イ

カ
ー
）
に
よ
る
来
訪
で
あ
り
、
商
業
施
設
が
集
積
し
て
い
る
地
域
の
優
位
性
を
い
か
す
た
め
、
地
域
事
業
者
等
と

連
携
し
な
が
ら
公
共
交
通
を
利
用
し
た
お
で
か
け
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

(6
) 
観
光

・
地
域
内
に
は
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
寺
社
仏
閣
が
あ
り
、
観
光
部
局
や
ま
ち
づ
く
り
部
局
等
と
連
携
し
、
公
共
交
通

を
組
合
せ
た
施
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

(7
) 
広
報
･
そ
の
他

・
本
市
の
都
市
拠
点
と
し
て
様
々
な
施
設
が
集
積
し
て
お
り
、
一
定
の
移
動
需
要
は
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
方
法
や

ア
ク
セ
ス
方
法
、
時
刻
表
等
を
改
め
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
常
に
把
握

し
、
適
切
に
対
応
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

１
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
は
交
通
結
節
点
で
あ
り
、
近
江
鉄
道

と
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
を
向
上
さ

せ
、
通
勤
･通

学
に
使
い
や
す
い
公
共
交
通
を
目
指
す

２
市
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
中
心
的
役
割
を
担
う
地
域
で
あ
り
、
地
域
内
外
か
ら
の
来
訪
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
内
を
便
利
に
循
環
で
き
る
移
動
手
段
を
整
備
す
る

３
商
業
施
設
が
集
積
し
て
い
る
強
み
を
活
か
し
、
商
業
施
設
と
連
携
し
た
取
組
を
推
進
す
る

４
継
続
的
に
モ
ビ
リ
テ
ィ
･マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、

通
勤
･通

学
利
用
拡
大
を
推
進
す
る

八
日
市
地
域
の
取
組
方
針
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0
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平成22年⇒平成27年から

平成27⇒令和2年の変化

人口増減率（社会増減+自然減）

変
化

平
成

2
2
年
⇒
平
成

2
7
年

平
成

2
7
年
⇒
令
和

2
年

-
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-
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%
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-
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-
1
0
00

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

平成22⇒令和2年人口増減（社会増減+自然減）

人
口
増
減

増
減
割
合

（人
）

地
域
別
の
特
性
・
課
題
と
改
善
の
方
向
性

【
玉
緒
 
御
園
地
域
】

１
地

域
概

況
２

施
設

立
地

･公
共

交
通

例
)2

5
-2

9
歳

人
口

増
減

の
算

出
方

法
平

成
2
7
年

度
の

2
5
-2

9
歳

人
口

-平
成

2
2
年

度
の

2
0
-2

4
歳

人
口

2
0
代
の
人
口
が
流
入 ほ
ぼ
変
わ
ら
ず

1
9
.0

%
2
2
.0

%
2
4
.2

%

0
.0

%

1
0
.0

%

2
0
.0

%

3
0
.0

%

4
0
.0

%

5
0
.0

%

0

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

平
成

2
2
年

平
成

2
7
年

令
和

2
年

65歳以上割合

(
人

)

1
5
歳
未
満

1
5
-
6
4
歳

6
5
歳
以
上

年
齢
不
詳

6
5
歳
以
上
割
合

図
1

年
代
別
人
口
構
成

図
3

人
口
推
移
コ
ー
ホ
ー
ト
分
析

平
成

2
2
年
⇒
令
和
２
年
の
増
減

図
4

人
口
推
移
コ
ー
ホ
ー
ト
分
析

平
成

2
2
年
⇒
平
成

2
7
年
と
平
成

2
7
年
⇒
令
和
２
年
の
比
較

図
2

人
口
推
移

人
口
流
入

が
鈍
化

3
0
～

3
4
歳
人
口

増
減
が
減
少
傾
向
に
転
換

玉
緒
 御

園
地
域

愛
東
 湖

東
地
域

八
日
市
地
域

蒲
生
地
域

市
立

玉
園

中
学

校

市
立

玉
緒

小
学

校

市
立

御
園

小
学

校

東
近

江
総

合
医

療
セ
ン
タ
ー

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
八

日
市

店

(1
) 
土
地
利
用
状
況

・
玉
園
中
学
校
周
辺
や
国
道

4
2

1
号
沿
線
の
一
部
が
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
に
な
っ
て
い
る
。

・
八
日
市
Ｉ
Ｃ
付
近
に
は
大
型
商
業
店
舗
、
飲
食
店
が
立
地
す
る
等
、
郊
外
型
商
業
施
設
が
集
積
し
て
い
る
。

・
八
日
市
Ｉ
Ｃ
周
辺
、
国
道

3
0

7
号
沿
い
、
布
引
丘
陵
等
に
は
、
電
子
機
器
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
工
場
が
立
地
し

て
い
る
。

(2
) 

人
口

状
況

・
人
口
は
、
Ｒ
２
年
国
勢
調
査
で
は

1
1

,0
6

1
人
で
、
Ｈ

2
2
年
と
比
較
し
、

2
9

0
人
増
加
し
て
い
る
。

・
年
代
別
人
口
は
、

3
5
歳
か
ら

7
4
歳
ま
で
の
人
口
が
多
く
、
今
後

1
0
年
で
後
期
高
齢
者
人
口
が
大
幅
に
増
加
す
る
と

見
込
ま
れ
る
。

[図
1

]
・
八
日
市
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
外
国
籍
の
居
住
が
集
中
し
て
い
る
。

(3
) 

人
口

推
移

・
令
和
２
年
時
点
で
の
高
齢
化
率

(6
5
歳
以
上

)は
2

4
.2

%
で
、
市
平
均
よ
り
も
低
い
が
、
市
街
化
調
整
区
域
に
該
当

す
る
町
で
は
高
齢
化
率
が

3
0
％
を
超
え
て
い
る
町
が
あ
る
。

[図
2

]
※
町
別
高
齢
化
率
は
本
編

1
3
ペ
ー
ジ
参
照

・
2

5
歳
か
ら

3
4
歳
の
人
口
流
入
が
続
い
て
い
る
結
果
、
特
に

2
5
歳
か
ら

2
9
歳
の
増
加
率
は
約

3
5
％
、
人
数

2
0

0
人
近
い
人
口
増
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
玉
緒
･御
園
地
域
の
人
口
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

[図
3

]
・
Ｈ

2
2
年
か
ら
Ｈ

2
7
年
と
Ｈ

2
7
年
か
ら
Ｒ
２
年
で
の
人
口
増
減
比
較
で
は
、

2
5
歳
か
ら

2
9
歳
の
人
口
流
入
が
鈍

化
し
、

3
0
歳
か
ら

3
4
歳
に
つ
い
て
は
減
少
し
て
い
る
。

[図
4

]
・
他
地
域
と
異
な
り
、

2
0
歳
か
ら

2
4
歳
の
人
口
流
入
が
続
い
て
い
る
。

[図
3

][
図

4
]

(1
) 

施
設

の
立

地
状

況
・
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
：
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
八
日
市
店

・
総
合
病
院
･公
立
診
療
所
：
東
近
江
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

・
学
校
：
小
学
校
２
校
、
中
学
校
１
校

・
企
業
：
八
日
市
Ｉ
Ｃ
周
辺
、
国
道

3
0

7
号
沿
い
、
布
引
丘
陵
等
に
電
子
機
器
等
の
大
規
模
工
場
が
立
地

(2
) 

公
共

交
通

の
状

況
・
路
線
バ
ス
の
御
園
線
（
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
⇔
東
近
江
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
⇔
永
源
寺
車
庫
）
が
国
道

4
2

1
号
沿

い
を
運
行
し
て
い
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
は
、
４
路
線
（
沖
野
玉
緒
線
･南
部
御
園
線
･市
原
線
･愛
東
線
）
が
地
域
内
を
運
行
し
て
い
る
。

・
国
道

4
2

1
号
の
交
通
量
が
多
い
た
め
、
朝
夕
の
通
勤
･通
学
時
間
帯
や
休
日
昼
間
で
遅
延
が
発
生
し
て
い
る
。

・
路
線
バ
ス
で
あ
る
近
江
鉄
道
バ
ス
御
園
線
は
、
運
行
ル
ー
ト
上
に
工
場
等
が
立
地
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
お

い
て
も
収
支
率
が

3
5
％
前
後
で
あ
り
、
市
内
を
通
る
路
線
バ
ス
で
最
も
収
支
率
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

・
（
コ
ロ
ナ
禍
前
）
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
南
部
御
園
線
の
１
便
平
均
利
用
者
数
が

1
1

.4
9
人
、
沖
野
玉
緒
線
の
１
便
平

均
利
用
者
数
は

6
.4

8
人
と
利
用
者
が
多
い
路
線
で
あ
る
。

0
5
0
0

1
,0

0
0

0
5
0
0

1
,0

0
0

0
-
4
歳

5
-
9
歳

1
0
-
1
4
歳

1
5
-
1
9
歳

2
0
-
2
4
歳

2
5
-
2
9
歳

3
0
-
3
4
歳

3
5
-
3
9
歳

4
0
-
4
4
歳

4
5
-
4
9
歳

5
0
-
5
4
歳

5
5
-
5
9
歳

6
0
-
6
4
歳

6
5
-
6
9
歳

7
0
-
7
4
歳

7
5
-
7
9
歳

8
0
-
8
4
歳

8
5
-
8
9
歳

9
0
-
9
4
歳

9
5
-
9
9
歳

1
0
0
歳
以
上

男
性

女
性

：
専
門
学
校

：
高
等
学
校

：
大
学

：
小
中
学
校

：
市
役
所
･
支
所

：
総
合
病
院
･
公
立
診
療
所

：
民
間
診
療
所

：
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

：
山
・
寺
・
集
客
施
設
等

：
図
書
館

：
ス
ポ
ー
ツ
施
設

：
主
な
工
場

-
凡
例

-

八
日

市
I
C

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

：
近
江
鉄
道
線

：
ＩＣ
・
Ｓ
ＩＣ

：
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
ＩＤ
）

N
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地
域

別
の

特
性

・
課

題
と

改
善

の
方

向
性

【
玉

緒
･
御

園
地

域
】

３
地
域
内
在
住
者
の

移
動
実
態
と
地
域
内
施
設
へ
の

来
訪
実
態

１
～
３
＋
ヒ
ア
リ
ン
グ
･ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

踏
ま
え
た
課
題
整
理

(1
)
通
勤

①
地

域
内

在
住

者
の

移
動

実
態

・
車

（
マ

イ
カ

ー
）

通
勤

が
多

い
こ

と
か

ら
国

道
4
2
1
号

八
日

市
Ｉ

Ｃ
付

近
等

で
は

常
に

混
雑

し
て

い
る

。
②

地
域

内
施

設
へ

の
来

訪
実

態
・

各
地

か
ら

工
場

へ
の

通
勤

は
車

（
マ

イ
カ

ー
）

が
大

半
で

、
国

道
4
2
1
号

の
八

日
市

Ｉ
Ｃ

付
近

等
で

は
常

に
混

雑
し

て
い

る
。

・
近

江
鉄

道
八

日
市

駅
か

ら
近

江
鉄

道
バ

ス
神

崎
線

や
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

南
部

御
園

線
を

利
用

し
た

通
勤

も
あ

る
。

(2
)
通
学

①
地

域
内

在
住

者
の

移
動

実
態

・
八

日
市

地
域

の
高

校
へ

の
通

学
は

自
転

車
が

大
半

だ
が

、
一

部
で

保
護

者
の

送
迎

も
見

ら
れ

る
。

・
市

外
へ

の
通

学
は

自
転

車
又

は
保

護
者

の
送

迎
で

最
寄

り
の

近
江

鉄
道

駅
ま

で
移

動
し

て
い

る
。

・
御

園
小

学
校

で
は

、
一

部
児

童
は

ち
ょ

こ
っ

と
バ

ス
南

部
御

園
線

を
利

用
し

通
学

し
て

い
る

。

(3
)
通
院

①
地

域
内

在
住

者
の

移
動

実
態

・
東

近
江

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

へ
の

通
院

や
地

域
内

の
か

か
り

つ
け

医
へ

の
通

院
が

多
い

が
、

大
半

は
車

（
マ

イ
カ

ー
）

で
の

移
動

と
な

っ
て

い
る

。
②

地
域

内
施

設
へ

の
来

訪
実

態
・

東
近

江
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
は

、
市

内
の

中
核

病
院

の
一

つ
で

あ
り

、
永

源
寺

地
域

等
の

他
地

域
か

ら
の

通
院

が
多

く
あ

り
、

コ
ロ

ナ
禍

前
は

駐
車

場
が

満
車

に
な

り
入

庫
待

ち
が

で
き

る
ほ

ど
で

あ
っ

た
。

公
共

交
通

の
利

用
と

し
て

は
、

八
日

市
駅

方
面

か
ら

路
線

バ
ス

で
あ

る
近

江
鉄

道
バ

ス
御

園
線

や
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

沖
野

玉
緒

線
等

の
利

用
が

あ
る

。

(4
)
買
物

①
地

域
内

在
住

者
の

移
動

実
態

・
国

道
4
2
1
号

沿
い

の
商

業
施

設
の

ほ
か

、
ア

ピ
ア

や
西

友
を

は
じ

め
と

す
る

八
日

市
地

域
へ

の
買

物
移

動
も

多
い

。
②

地
域

内
施

設
へ

の
来

訪
実

態
・

国
道

4
2
1
号

沿
い

、
八

日
市

地
域

の
野

々
宮

交
差

点
か

ら
八

日
市

Ｉ
Ｃ

付
近

に
か

け
て

、
商

業
施

設
、

飲
食

店
が

多
数

立
地

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
店

舗
利

用
を

目
的

と
し

た
往

来
が

多
い

。

(1
) 
地
域
全
体

・
名

神
高

速
道

路
八

日
市

Ｉ
Ｃ

、
国

道
4
2
1
号

周
辺

に
は

大
規

模
工

場
等

が
立

地
し

て
お

り
、

一
般

車
両

、
大

型
車

と
も

往
来

が
多

く
あ

り
、

通
勤

･通
学

時
間

帯
で

は
交

通
渋

滞
が

発
生

し
て

お
り

、
通

勤
･通

学
利

用
増

を
目

指
し

、
バ

ス
の

定
時

性
を

確
保

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

(2
) 

通
勤

・
通

勤
時

間
帯

の
交

通
渋

滞
に

よ
る

近
江

鉄
道

バ
ス

の
遅

延
が

発
生

し
て

お
り

、
交

通
関

連
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
な

が
ら

移
動

需
要

を
把

握
し

、
公

共
交

通
で

の
通

勤
の

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

(3
)
通
学

・
地

域
内

に
居

住
す

る
学

生
の

ほ
と

ん
ど

が
八

日
市

地
域

を
経

由
し

て
通

学
し

て
い

る
が

、
最

寄
り

の
近

江
鉄

道
八

日
市

駅
ま

で
保

護
者

の
送

迎
で

通
学

し
て

い
る

学
生

が
い

る
こ

と
か

ら
、

近
江

鉄
道

バ
ス

、
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

を
利

用
し

た
通

学
を

促
す

施
策

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
・

幼
少

期
か

ら
継

続
的

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

･マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
行

い
、

公
共

交
通

や
徒

歩
等

を
含

め
た

多
様

な
交

通
手

段
を

適
度

に
（

＝
か

し
こ

く
）

利
用

す
る

意
識

醸
成

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

(4
) 

通
院

・
東

近
江

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

は
、

市
内

各
地

域
か

ら
通

院
が

あ
り

、
午

前
９

時
か

ら
午

前
1
1
時

の
通

院
ピ

ー
ク

時
に

は
駐

車
場

が
混

雑
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

公
共

交
通

を
利

用
し

た
通

院
へ

の
転

換
を

促
す

必
要

が
あ

る
。

・
湖

東
記

念
病

院
を

は
じ

め
、

地
域

外
に

あ
る

総
合

病
院

へ
の

通
院

移
動

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

通
院

移
動

の
時

間
を

考
慮

し
た

ち
ょ

こ
っ

と
バ

ス
･ち

ょ
こ

っ
と

タ
ク

シ
ー

の
運

行
形

態
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

(5
) 

買
物

・
地

域
住

民
の

買
物

は
車

（
マ

イ
カ

ー
）

が
中

心
で

あ
る

が
、

中
心

市
街

地
活

性
化

等
を

は
じ

め
と

す
る

に
ぎ

わ
い

創
出

の
取

組
と

連
携

し
な

が
ら

公
共

交
通

を
利

用
し

た
お

で
か

け
機

会
を

創
出

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

(
6
)
 
広
報
･
そ
の
他

・
利

用
方

法
や

ア
ク

セ
ス

方
法

、
時

刻
表

等
を

改
め

て
周

知
す

る
と

と
も

に
、

公
共

交
通

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
の

変
化

を
常

に
把

握
し

、
適

切
に

対
応

を
続

け
る

必
要

が
あ

る
。

・
路

線
バ

ス
･
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

の
停

留
所

を
近

接
し

て
設

置
し

て
い

る
地

域
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

停
留

所
の

見
直

し
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

１
八

日
市
駅
を
発
着
す
る
近

江
鉄
道
と
バ

ス
の
乗
り
継
ぎ
利

便
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
、
通
勤
･
通
学

に
お

い
て

、
鉄
道
だ
け
で

な
く
、
バ
ス
に

つ
い
て
も
利
用
し
や
す

い
公
共
交
通

を
目
指
す

２
通

勤
時
間
帯
や
休
日
の
夕

方
等
の
混
雑

時
に
お
け
る
定
時

運
行
性
確
保
に

向
け
た
取
組
を
進
め

る

３
東

近
江
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
を
は
じ
め

、
他
地
域
か
ら
通

院
等
の
移
動
が

多
い
施
設
へ
公
共
交

通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

の
充
実
に
向
け

た
対
応
を
進
め
る

４
モ

ビ
リ
テ
ィ
･マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
い
、
通
勤
･
通
学
利
用

の
拡
大
を
推
進
す
る

玉
緒
･
御

園
地
域

の
取
組

方
針
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人口増減率（社会増減+自然減）
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化
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⇒
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⇒
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0
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平成22年⇒令和2年人口増減（社会増減+自然減）

人
口
増
減

増
減
割
合

（人
）

地
域
別
の
特
性
・
課
題
と
改
善
の
方
向
性

【
平
田
 
市
辺
地
域
】

１
地
域
概
況

２
施
設
立
地
･公

共
交
通

例
)2

5
-2

9
歳

人
口

増
減

の
算

出
方

法
平

成
2
7
年

度
の

2
5
-2

9
歳

人
口

-平
成

2
2
年

度
の

2
0
-2

4
歳

人
口

2
0
代

3
0
代
の
人
口
が
流
出

お
よ
そ
５
人
に
２
人
が
流
出

2
3
.5

%

2
8
.7

%

3
3
.1

%

0
.0

%

1
0
.0

%

2
0
.0

%

3
0
.0

%

4
0
.0

%

5
0
.0

%

0

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

平
成

2
2
年

平
成

2
7
年

令
和

2
年

65歳以上割合

(
人

)

1
5
歳
未
満

1
5
-
6
4
歳

6
5
歳
以
上

年
齢
不
詳

6
5
歳
以
上
割
合

図
1

年
代

別
人

口
構

成
図

3
人

口
推

移
コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平

成
2
2
年

⇒
令

和
２

年
の
増

減

図
4

人
口

推
移

コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平

成
2
2
年

⇒
平

成
2
7
年

と
平

成
2
7
年

⇒
令

和
２

年
の
比

較

図
2

人
口

推
移

人
口
減
少
率
は
改
善
も

人
口
流
出
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
な
い

平
田
・
市
辺
地
域

県
立
八
日
市
養
護
学
校

市
立
船
岡
中
学
校

市
立
八
日
市
西
小
学
校

び
わ
こ
学
院
大
学

び
わ
こ
学
院
短
期
大
学
部

マ
ミ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

八日市

(1
) 
施
設
の
立
地
状
況

・
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
：
マ
ミ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

・
総
合
病
院
･公
立
診
療
所
：
地
域
内
に
な
し

・
学
校
：
小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校
、
養
護
学
校
１
校
、
短
期
大
学
１
校
、
大
学
１
校

・
企
業
：
布
引
丘
陵
地
に
は
３
つ
の
工
業
団
地
が
立
地
し
、
電
子
機
器
等
の
大
規
模
工
場
が
立
地

(2
) 
公
共
交
通
の
状
況

・
地
域
内
を
近
江
鉄
道
（
本
線
、
八
日
市
線
）
、
路
線
バ
ス
（
１
路
線
２
系
統
）
、
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
（
１
路
線
）
、

ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
（
２
路
線
）
が
運
行
し
て
い
る
。

・
近
江
鉄
道
を
利
用
し
た
通
勤
･通
学
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
Ｒ
３
年
９
月
か
ら
市
辺
駅
徒
歩
 
分
に
あ
る
市

営
あ
か
ね
駐
車
場
を
活
用
し
た
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
の
実
証
実
験
を
開
始
し
、
利
用
者
拡
大
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
前
で
は
、
近
江
鉄
道
市
辺
駅
及
び
平
田
駅
利
用
者
は
横
ば
い
、
長
谷
野
駅
及
び
大
学
前
駅
利
用
者
は
増
加

傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。

・
路
線
バ
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅
と
日
野
町
を
結
ぶ
系
統
（
日
八
線
）
、
Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅
と
蒲
生
地
域
の
長
峰
団

地
を
結
ぶ
系
統
（
長
峰
線
）
が
運
行
し
て
お
り
、
高
校
生
を
中
心
に
通
学
利
用
が
あ
る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
前
で
の
路
線
バ
ス
の
収
支
率
は

5
0
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
市
辺
上
平
木
線
は
早
朝
１
便
の
み
の
運
行
で
、
八
日
市
西
小
学
校
へ
の
通
学
利
用
が
大
半
に
な
っ

て
お
り
、
少
子
化
に
よ
り
利
用
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
市
辺
線
の
利
用
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
平
田
線
は
通
勤
利
用
が
あ
り
利
用
者
数
は
増
加

し
て
い
る
。

(1
) 
土
地
利
用
状
況

・
田
園
地
域
に
農
村
集
落
が
点
在
し
、
布
引
丘
陵
地
に
は
住
宅
団
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

・
近
江
鉄
道
大
学
前
駅
に
隣
接
し
て
、
び
わ
こ
学
院
大
学
･び
わ
こ
学
院
短
期
大
学
部
が
立
地
し
て
い
る
。

・
布
引
丘
陵
地
に
は
工
業
専
用
地
域
が
設
定
さ
れ
、
電
子
機
器
製
造
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
工
場
が
立
地
す
る
と

と
も
に
、
名
神
高
速
道
路
黒
丸
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
向
け
た
取
組
が
進
ん

で
い
る
。

・
名
神
高
速
道
路
黒
丸
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
･開
通
を
見
据
え
、
周
辺
地
域
の

施
設
整
備
や
土
地
の
有
効
活
用
等
を
踏
ま
え
、
（
仮
称
）
文
化
ス
ポ
ー
ツ
学
研
ゾ
ー
ン
構
想
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

(2
) 
人
口
状
況

・
人
口
は
、
Ｒ
２
年
国
勢
調
査
で
は

6
,8

9
7
人
で
、
Ｈ

2
7
年
と
比
較
し
、

3
9

7
人
減
少
し
て
い
る
。

・
年
代
別
人
口
で
は
、

6
0
代
･7

0
代
が
最
も
多
く
、

3
0
歳
か
ら

3
4
歳
の
人
口
が
前
後
の

2
0
代
や

3
5
歳
か
ら

5
0
歳

代
ま
で
と
比
べ
少
な
い
。

[図
1

]

(3
) 
人
口
推
移

・
令
和
２
年
時
点
で
の
高
齢
化
率

(6
5
歳
以
上

)は
3

3
.1
％
と
市
平
均
よ
り
も
高
く
、
人
口
が
最
も
多
い

6
5
歳
か
ら

7
4
歳
人
口
が
、
今
後

1
0
年
で
後
期
高
齢
者
と
な
る
。

[図
1

] 
[図

2
]

・
1

9
歳
ま
で
の
人
口
は
変
わ
ら
な
い
が
、

2
0
歳
か
ら

3
9
歳
ま
で
の
人
口
が
流
出
し
て
お
り
、
特
に

3
0
歳
か
ら

3
4

歳
人
口
の
 
人
に
２
人
が
人
口
流
出
し
て
い
る
。

[図
3

]
・
Ｈ

2
2
年
か
ら
Ｈ

2
7
年
と
Ｈ

2
7
年
か
ら
Ｒ
２
年
で
の
人
口
増
減
率
比
較
を
見
る
と
、

2
5
歳
か
ら

3
4
歳
の
人
口
減

少
率
は
低
下
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
人
口
流
出
の
割
合
が
高
い
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

[図
4

]
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性

女
性
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専
門
学
校

：
高
等
学
校

：
大
学

：
小
中
学
校

：
市
役
所
･
支
所

：
総
合
病
院
･
公
立
診
療
所

：
民
間
診
療
所

：
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

：
山
・
寺
・
集
客
施
設
等

：
図
書
館

：
ス
ポ
ー
ツ
施
設

：
主
な
工
場

-
凡
例

-

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

：
近
江
鉄
道
線

：
ＩＣ
・
Ｓ
ＩＣ

：
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
ＩＤ
）
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地
域

別
の

特
性

・
課

題
と

改
善

の
方

向
性

【
平

田
･
市

辺
地

域
】

３
地
域

内
住
民
の
移
動
実
態
と
地
域
内
施

設
へ
の
来
訪
実
態

１
～
３
＋
ヒ
ア
リ
ン
グ
･ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

踏
ま
え
た
課
題
整
理

(
1)

通
勤

①
地

域
内

在
住

者
の

移
動

実
態

・
地

域
内

地
域

外
関

わ
ら

ず
、

ほ
と

ん
ど

車
（

マ
イ

カ
ー

）
通

勤
と

な
っ

て
い

る
。

②
地

域
内

・
近

江
鉄

道
利

用
促

進
の

取
組

と
し

て
、

令
和

３
年

９
月

か
ら

近
江

鉄
道

市
辺

駅
徒

歩
５

分
に

あ
る

市
営

あ
か

ね
駐

車
場

を
活

用
し

た
パ

ー
ク

･ア
ン

ド
･ラ

イ
ド

実
証

実
験

を
開

始
し

、
１

名
の

通
勤

利
用

が
あ

る
。

(
2)
 通

学
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

路
線

バ
ス

沿
い

の
集

落
で

は
、

Ｊ
Ｒ

近
江

八
幡

駅
へ

の
通

学
利

用
が

多
い

。
・

布
引

丘
陵

地
の

住
宅

団
地

に
居

住
す

る
学

生
は

、
近

江
八

幡
市

や
京

阪
神

方
面

へ
の

通
学

で
は

近
江

鉄
道

市
辺

駅
、

彦
根

方
面

の
場

合
は

近
江

鉄
道

大
学

前
駅

又
は

近
江

鉄
道

長
谷

野
駅

を
利

用
す

る
等

、
通

学
先

に
応

じ
て

駅
を

使
い

分
け

し
て

い
る

。
②

地
域

内
施

設
へ

の
来

訪
実

態
ア

県
立

八
日

市
養

護
学

校
・

公
共

交
通

利
用

な
児

童
や

学
生

は
、

公
共

交
通

機
関

を
利

用
し

て
通

学
し

て
い

る
。

イ
び

わ
こ

学
院

大
学

･
び

わ
こ

学
院

短
期

大
学

部
・

近
江

鉄
道

線
の

ダ
イ

ヤ
及

び
運

賃
の

兼
ね

合
い

か
ら

、
京

阪
神

方
面

か
ら

の
通

学
者

に
対

応
し

、
Ｊ

Ｒ
近

江
八

幡
駅

か
ら

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
運

行
し

て
お

り
、

近
江

鉄
道

を
利

用
し

た
通

学
は

ほ
と

ん
ど

な
い

。
・

車
で

の
通

学
も

可
能

で
あ

り
、

約
1
9
0
人

が
車

（
マ

イ
カ

ー
）

で
通

学
し

て
い

る
。

ウ
そ

の
他

・
近

江
鉄

道
利

用
促

進
の

取
組

と
し

て
、

令
和

３
年

９
月

か
ら

近
江

鉄
道

市
辺

駅
徒

歩
５

分
に

あ
る

市
営

あ
か

ね
駐

車
場

を
活

用
し

た
パ

ー
ク

･ア
ン

ド
･ラ

イ
ド

実
証

実
験

を
開

始
し

、
３

名
の

通
学

利
用

が
あ

る
。

(
3)

通
院

①
地

域
内

住
民

の
移

動
実

態
・

か
か

り
つ

け
医

は
地

域
内

が
多

く
、

総
合

病
院

は
東

近
江

医
療

セ
ン

タ
ー

等
の

利
用

が
多

く
、

大
半

が
車

（
マ

イ
カ

ー
）

で
の

移
動

と
な

っ
て

い
る

。

(
4)

買
物

①
地

域
内

住
民

の
移

動
実

態
・

市
辺

地
区

は
八

日
市

地
域

、
平

田
地

区
は

近
江

八
幡

方
面

へ
の

買
物

移
動

が
多

い
。

(1
) 
地
域
全
体

・
八

日
市

地
域

、
御

園
･
玉

緒
地

域
、

永
源

寺
地

域
等

か
ら

近
江

八
幡

市
方

面
へ

の
車

（
マ

イ
カ

ー
）

移
動

で
は

当
該

地
域

を
通

過
す

る
こ

と
か

ら
、

車
（

マ
イ

カ
ー

）
で

近
江

八
幡

市
方

面
へ

移
動

す
る

移
動

需
要

を
公

共
交

通
の

利
用

に
転

換
し

て
い

く
た

め
の

施
策

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

・
今

後
1
0
年

間
で

、
後

期
高

齢
者

の
人

口
が

大
幅

に
増

加
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

健
康

福
祉

部
局

と
連

携
し

、
公

共
交

通
を

利
用

し
た

お
で

か
け

機
会

を
創

出
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

(2
)
通
勤

・
当

該
地

域
は

、
市

内
各

地
か

ら
近

江
八

幡
市

方
面

へ
の

通
勤

経
路

上
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
近

江
鉄

道
を

利
用

し
た

通
勤

へ
の

転
換

に
向

け
た

取
組

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
・

当
該

地
域

を
通

過
す

る
路

線
バ

ス
は

、
近

江
八

幡
市

内
等

で
の

交
通

渋
滞

に
よ

り
遅

延
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
交

通
関

連
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
な

が
ら

移
動

需
要

を
把

握
し

、
公

共
交

通
を

通
勤

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

(3
)
通
学

・
当

該
地

域
は

、
市

内
各

地
か

ら
近

江
八

幡
市

方
面

へ
の

通
学

経
路

上
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
近

江
鉄

道
を

利
用

し
た

通
学

へ
の

転
換

に
向

け
た

取
組

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
・

び
わ

こ
学

院
大

学
生

･
短

期
大

学
部

生
の

近
江

鉄
道

を
利

用
し

た
通

学
へ

の
転

換
に

向
け

た
課

題
整

理
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

(4
)
通
院

・
東

近
江

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

を
は

じ
め

と
す

る
総

合
病

院
に

通
院

す
る

場
合

、
複

数
の

公
共

交
通

を
乗

り
継

い
で

移
動

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

利
用

し
や

す
い

運
行

サ
ー

ビ
ス

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

(5
)
買
物

・
地

域
住

民
の

買
物

移
動

は
車

（
マ

イ
カ

ー
）

が
中

心
で

あ
る

が
、

商
業

施
設

と
連

携
し

な
が

ら
、

公
共

交
通

を
利

用
し

た
お

で
か

け
機

会
創

出
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

(
6
)
 
広
報
･
そ
の
他

・
利

用
方

法
や

ア
ク

セ
ス

方
法

、
時

刻
表

等
を

改
め

て
周

知
す

る
と

と
も

に
、

公
共

交
通

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
の

変
化

を
常

に
把

握
し

、
適

切
に

対
応

を
続

け
る

必
要

が
あ

る
。

・
高

齢
者

の
移

動
を

確
保

す
る

た
め

、
集

落
の

ち
ょ

こ
っ

と
タ

ク
シ

ー
停

留
所

の
位

置
に

つ
い

て
は

適
時

見
直

し
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

平
田
･
市

辺
地
域

の
取
組

方
針

１
近

江
八
幡
市
方
面
へ
の
移
動
に
近

江
鉄
道
を
利
用
し
た
通
勤
･通

学
が
で
き
る
よ
う

、
パ
ー
ク
･ア

ン
ド
･ラ

イ
ド
の
利
用
者
拡
大
に
向

け
た
取
組
を
進
め
る

２
路

線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
近
江
八

幡
地
先
で
の
渋
滞
解
消
に
つ
い
て

、
沿
線
自
治
体
と
と
も
に
道

路
管
理
者
等
と
協

議
し
、
定
時
運
行
の
確
保
に
向
け

た
協
議
を
行
う

３
モ

ビ
リ
テ
ィ
･マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
通
勤
･通

学
利
用
を
推
進
す

る

４
健

康
福
祉
部
局
と
連
携
し
つ
つ
、

高
齢
者
の
公
共
交
通
を
利
用
し
た

お
で
か
け
機
会
の
創
出
を
図

る



参-57 

 

 

-
4
0
.0

%

-
3
0
.0

%

-
2
0
.0

%

-
1
0
.0

%

0
.0

%

1
0
.0

%

2
0
.0

%

3
0
.0

%

4
0
.0

%

-
4
0
.0

%

-
3
0
.0

%

-
2
0
.0

%

-
1
0
.0

%

0
.0

%

1
0
.0

%

2
0
.0

%

3
0
.0

%

4
0
.0

%
平成22年⇒平成27年から

平成27⇒令和2年の変化

人口増減率（社会増減+自然減）

変
化

平
成

2
2
年
⇒
平
成

2
7
年

平
成

2
7
年
⇒
令
和

2
年

-
5
0
.0

%

-
4
0
.0

%

-
3
0
.0

%

-
2
0
.0

%

-
1
0
.0

%

0
.0

%

1
0
.0

%

2
0
.0

%

3
0
.0

%

4
0
.0

%

5
0
.0

%

-
5
0
0

-
4
0
0

-
3
0
0

-
2
0
0

-
1
0
00

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

平成22年⇒令和2年人口増減（社会増減+自然減）

人
口
増
減

増
減
割
合

（人
）

地
域
別
の
特
性
・
課
題
と
改
善
の
方
向
性

【
永
源
寺
地
域
】

図
3

人
口

推
移

コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平

成
2
2
年

⇒
令

和
２

年
の
増

減

例
)2

5
-2

9
歳

人
口

増
減

の
算

出
方

法
平

成
2
7
年

度
の

2
5
-2

9
歳

人
口

-平
成

2
2
年

度
の

2
0
-2

4
歳

人
口

図
4

人
口

推
移

コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平

成
2
2
年

⇒
平

成
2
7
年

と
平

成
2
7
年

⇒
令

和
２

年
の
比

較

図
1

年
代

別
人

口
構

成

図
2

人
口

推
移

中
学
卒
業
～

2
0
代
の
人
口
が
流
出

増
加
は
み
ら
れ
な
い

お
よ
そ
５
人
に
２
人

が
流
出

１
地
域
概
況

２
施
設
立
地
･公

共
交
通

3
0
歳
代
の

人
口
減
少
率
が
悪
化

永
源

寺
地

域

愛
東
 湖

東
地
域

日
本
ラ
チ
ー
ノ
学
院

市
立
山
上
小
学
校

市
立
市
原
小
学
校

市
立
永
源
寺
中
学
校

永
源
寺
診
療
所

八
百
亀

道
の
駅

奥
永
源
寺
渓
流
の
里

永
源
寺
東
部
出
張
診
療
所

永
源
寺

永
源
寺
支
所

(1
) 
土
地
利
用
状
況

・
国
道

4
2

1
号
及
び
県
道
高
木
八
日
市
線
沿
い
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

・
石
榑
ト
ン
ネ
ル
開
通
を
は
じ
め
、
国
道

4
2

1
号
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
中
部
圏
と
の
交
流
軸
と
し
て
の
役
割
が

拡
大
し
て
い
る
。

・
近
年
の
キ
ャ
ン
プ
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
人
気
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
永
源
寺
東
部
地
域
で
は
路

上
駐
車
等
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
が
出
て
い
る
。

(2
) 
人
口
状
況

・
人
口
は
、
Ｒ
２
年
国
勢
調
査
で
は

4
,9

1
1
人
で
、
Ｈ

2
7
年
と
比
較
し
、

4
7

2
人
減
少
し
て
い
る
。

・
年
代
別
人
口
は
、

6
5
歳
か
ら

7
4
歳
が
最
も
多
く
、
次
い
で

4
0
歳
代
、

5
0
歳
代
の
人
口
が
多
く
、

2
0
歳
代
、

3
0
歳
代
の
人
口
が
少
な
い
。

[図
1

]

(3
) 
人
口
推
移

・
人
口
が
最
も
多
い

6
5
歳
か
ら

7
4
歳
人
口
が
、
今
後

1
0
年
で
後
期
高
齢
者
と
な
る
。

[図
1

]
・
令
和
２
年
時
点
で
の
高
齢
化
率

(6
5
歳
以
上

)は
3

7
.5
％
と
市
内
で
最
も
高
齢
化
率
が
高
く
、
高
齢
化
率
が

4
0
％

を
超
え
て
い
る
町
が
多
数
あ
る
。

[図
2

]
※
町
別
高
齢
化
率
は
本
編

1
3
ペ
ー
ジ
参
照

・
1

5
歳
か
ら

3
9
歳
ま
で
の
人
口
が
流
出
し
て
お
り
、
特
に

2
0
歳
か
ら

2
9
歳
人
口
の
 
人
に
２
人
が
人
口
流
出
し
て

い
る
。

[図
3

]
・
Ｈ

2
2
年
か
ら
Ｈ

2
7
年
と
Ｈ

2
7
年
か
ら
Ｒ
２
年
で
の
人
口
増
減
率
比
較
は
、

2
5
歳
か
ら

3
9
歳
の
人
口
減
少
が
悪

化
し
て
お
り
、
若
年
層
の
人
口
流
出
が
加
速
し
て
い
る
。

[図
4

]

(1
) 
施
設
の
立
地
状
況

・
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
：
八
百
亀
、
道
の
駅
「
奥
永
源
寺
渓
流
の
里
」
の
２
店
舗

・
総
合
病
院
･公
立
診
療
所
：
永
源
寺
診
療
所
、
永
源
寺
東
部
出
張
診
療
所

・
学
校
：
小
学
校
２
校
、
中
学
校
１
校
、
準
学
校
法
人
１
校

・
企
業
：
国
道

4
2

1
号
（
玉
緒
･御
園
地
域
境
）
沿
い
等
に
複
数
企
業
が
立
地

(2
) 
公
共
交
通
の
状
況

・
路
線
バ
ス
（
１
路
線
）
、
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
（
３
路
線
）
に
加
え
、
全
国
２
例
目
と
な
る
自
動
運
転
（
レ
ベ
ル
２
）

で
の
運
行
が
奥
永
源
寺
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。

・
路
線
バ
ス
は
、
国
道

4
2

1
号
を
通
り
、
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
を
結
ぶ
御
園
線
が
地
域
の
幹
線
交
通
軸
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
お
い
て
も
収
支
率
が

3
5
％
前
後
で
あ
り
、
市
内
を
通
る
路
線
バ
ス
で
最
も
収
支

率
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
市
原
線
は
県
道
高
木
八
日
市
線
沿
い
の
集
落
と
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
を
結
び
、
政
所
線
、
甲
津
畑

線
は
地
域
内
の
交
通
結
節
点
で
あ
る
永
源
寺
支
所
と
地
域
内
を
結
ん
で
い
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
市
原
線
は
、
東
近
江
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
第
４
次
再
編
計
画
に
基
づ
き
、
八
日
市
駅
行
き
始
発

便
を
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
午
前
７
時

4
0
分
台
の
ダ
イ
ヤ
に
合
わ
せ
た
こ
と
で
、
学
生
の
利
用
者
が
大
幅
に
増
加
し
、

１
便
平
均
利
用
者
数
が

9
.7

1
人
と
利
用
者
が
多
い
路
線
で
あ
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
政
所
線
、
甲
津
畑
線
は
、
特
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
の
重
要
な
移
動
手
段
で
あ
る
が
、

沿
線
人
口
が
少
な
い
た
め
、
１
便
平
均
利
用
者
数
は
１
名
程
度
で
あ
る
。

・
奥
永
源
寺
地
域
で
の
自
動
運
転
で
は
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
道
の
駅
「
奥
永
源
寺
渓
流
の
里
」

利
用
者
等
の
利
用
が
あ
り
、
１
便
平
均
利
用
者
数
は
２
名
程
度
で
あ
る
。

：
専
門
学
校

：
高
等
学
校

：
大
学

：
小
中
学
校

：
市
役
所
･
支
所

：
総
合
病
院
･
公
立
診
療
所

：
民
間
診
療
所

：
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

：
山
・
寺
・
集
客
施
設
等

：
図
書
館

：
ス
ポ
ー
ツ
施
設

：
主
な
工
場

-
凡
例

-
N
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地
域

別
の

特
性

・
課

題
と

改
善

の
方

向
性

【
永

源
寺

地
域

】

３
地
域

内
住
民
の
移
動
実
態
と
地
域
内
施

設
へ
の
来
訪
実
態

１
～
３
＋
ヒ
ア
リ
ン
グ
･ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

踏
ま
え
た
課
題
整
理

(
1)
 通

勤
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

ほ
と

ん
ど

が
車

（
マ

イ
カ

ー
）

通
勤

と
な

っ
て

い
る

。

(
2)
 通

学
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

奥
永

源
寺

地
域

を
は

じ
め

、
自

宅
か

ら
小

･
中

学
校

ま
で

遠
距

離
と

な
る

児
童

は
、

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
通

学
し

て
い

る
。

・
県

道
高

木
八

日
市

線
沿

い
在

住
の

高
校

生
に

よ
る

、
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

市
原

線
を

利
用

し
た

通
学

が
見

ら
れ

る
が

、
国

道
4
2
1
号

沿
い

在
住

の
高

校
生

や
大

学
生

以
上

の
学

生
は

近
江

鉄
道

最
寄

駅
ま

で
家

族
の

送
迎

が
ほ

と
ん

ど
と

な
っ

て
い

る
。

(
3)
 通

院
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

か
か

り
つ

け
医

は
、

永
源

寺
診

療
所

等
へ

の
通

院
が

多
く

、
車

で
の

移
動

が
困

難
な

高
齢

者
に

は
訪

問
診

療
が

行
わ

れ
て

い
る

。
・

東
近

江
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
、

総
合

病
院

へ
の

通
院

の
大

半
が

車
（

マ
イ

カ
ー

）
移

動
、

次
い

で
家

族
の

送
迎

が
多

い
が

、
路

線
バ

ス
の

御
園

線
や

ち
ょ

こ
っ

と
バ

ス
市

原
線

を
利

用
し

た
通

院
も

見
ら

れ
る

。

(
4)
 買

物
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

地
域

内
外

問
わ

ず
、

車
（

マ
イ

カ
ー

）
で

の
買

物
移

動
が

大
半

で
あ

る
。

・
地

域
内

の
八

百
亀

に
加

え
、

他
店

に
よ

る
移

動
販

売
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・
地

域
外

へ
の

買
物

は
マ

ッ
ク

ス
バ

リ
ュ

八
日

市
店

等
が

多
く

、
買

物
お

帰
り

き
っ

ぷ
事

業
を

利
用

し
て

ア
ピ

ア
へ

の
買

物
移

動
も

見
ら

れ
る

。
②

地
域

内
施

設
へ

の
来

訪
実

態
・

永
源

寺
地

域
に

近
い

愛
東

･湖
東

地
域

の
一

部
地

域
か

ら
の

買
物

移
動

が
見

ら
れ

る
。

・
道

の
駅

奥
永

源
寺

渓
流

の
里

は
、

観
光

客
の

利
用

が
多

い
。

(
5)
 観

光
・

観
光

シ
ー

ズ
ン

の
休

日
は

、
キ

ャ
ン

プ
客

や
登

山
客

等
が

多
く

訪
れ

て
お

り
、

近
年

で
は

路
上

駐
車

等
、

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

問
題

が
で

て
い

る
。

１
公
共
交
通

の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
の
向
上
を

図
り
、
八
日
市
方
面
へ
の
移
動
を

支
援
す
る

２
健
康
福
祉

部
局
と
連
携
し
つ
つ
、
高
齢
者

の
公
共
交
通
を
利
用
し
た
お
で
か

け
機
会
を
創
出
を
推

進
す
る

３
モ
ビ
リ
テ

ィ
･マ

ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
い
、
通
勤
･通

学
利
用
の
拡
大
を
推
進
す

る

４
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
対
策
の

中
で
、
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
の
実
施

可
能
性
に
つ
い
て
商

工
観
光
部
局
と
検
討
を
進
め
る

(1
) 

全
体

・
7
0
歳

以
上

の
高

齢
者

が
多

く
、

高
齢

者
夫

婦
や

高
齢

者
の

単
身

世
帯

も
多

い
た

め
、

高
齢

者
が

安
心

し
て

移
動

で
き

る
環

境
を

整
備

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

・
居

住
地

域
に

よ
っ

て
は

、
地

域
外

へ
の

移
動

時
に

は
複

数
の

公
共

交
通

機
関

を
乗

り
継

ぐ
こ

と
に

な
る

た
め

、
乗

り
継

ぎ
利

便
性

の
向

上
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

(2
) 

通
勤

・
交

通
関

連
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
な

が
ら

移
動

需
要

を
把

握
し

、
公

共
交

通
を

利
用

し
た

通
勤

利
用

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

(3
) 

通
学

・
自

宅
か

ら
小

･中
学

校
ま

で
遠

距
離

と
な

る
児

童
の

通
学

手
段

が
確

保
で

き
る

よ
う

、
東

近
江

市
教

育
委

員
会

と
連

携
し

た
対

応
を

継
続

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

・
高

校
生

以
上

に
つ

い
て

は
、

近
江

鉄
道

最
寄

駅
ま

で
保

護
者

の
送

迎
も

見
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
バ

ス
･鉄

道
を

利
用

し
た

通
学

が
し

や
す

い
環

境
を

整
え

る
必

要
が

あ
る

。

(4
) 

通
院

・
か

か
り

つ
け

医
は

永
源

寺
診

療
所

が
多

い
た

め
、

地
域

内
各

地
か

ら
の

移
動

手
段

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。
・

東
近

江
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
、

地
域

外
の

総
合

病
院

へ
の

通
院

手
段

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。

(5
) 

買
物

・
買

物
お

帰
り

き
っ

ぷ
事

業
の

利
用

者
も

一
定

数
あ

る
こ

と
か

ら
、

車
（

マ
イ

カ
ー

）
移

動
だ

け
で

な
く

公
共

交
通

を
利

用
し

た
日

常
の

買
物

が
で

き
る

環
境

を
整

え
る

必
要

が
あ

る
。

・
地

域
外

店
舗

へ
の

買
物

も
多

い
こ

と
か

ら
、

公
共

交
通

間
の

円
滑

な
乗

り
継

ぎ
が

求
め

ら
れ

る
。

(6
) 

観
光

・
道

の
駅

周
辺

で
は

、
コ

ロ
ナ

以
降

特
に

キ
ャ

ン
プ

客
等

に
よ

る
路

上
駐

車
の

対
応

等
に

苦
慮

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
公

共
交

通
を

利
用

し
た

移
動

の
可

能
性

に
つ

い
て

、
商

工
観

光
部

局
と

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

(
7
)
 
広
報
･
そ
の
他

・
利

用
方

法
や

ア
ク

セ
ス

方
法

、
時

刻
表

等
を

改
め

て
周

知
す

る
と

と
も

に
、

公
共

交
通

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
の

変
化

を
常

に
把

握
し

、
適

切
に

対
応

を
続

け
る

必
要

が
あ

る
。

永
源

寺
地
域

の
取
組
方

針
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⇒
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平成22年⇒令和2年人口増減（社会増減+自然減）

人
口
増
減

増
減
割
合

（人
）

地
域
別
の
特
性
・
課
題
と
改
善
の
方
向
性

【
五
個
荘
地
域
】

１
地

域
概

況
２

施
設

立
地

･公
共

交
通

例
)2

5
-2

9
歳
人
口
増
減
の
算
出
方
法

平
成

2
7
年
度
の

2
5
-2

9
歳
人
口

-平
成

2
2
年
度
の

2
0
-2

4
歳
人
口

2
0
代

の
人

口
が
流
出

図
1

年
代

別
人

口
構

成
図

3
人

口
推

移
コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平

成
2
2
年

⇒
令

和
２

年
の
増

減

図
4

人
口

推
移

コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平
成

2
2
年
⇒
平
成

2
7
年
と
平
成

2
7
年
⇒
令
和
２
年
の
比
較

図
2

人
口

推
移

2
0
代

の
人

口
減

少
率

が
悪

化
し
て
い
る

五
個

荘
地

域

能
登
川
地
域

八
日
市
地
域

愛
東
 湖

東
地
域

市
立

五
個

荘
中

学
校

市
立

五
個

荘
小

学
校

淡
海

書
道

文
化

専
門

学
校

フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
五

個
荘

店

神
崎

中
央

病
院

五
個

荘
支

所

小
幡

工
業

団
地

河辺の森

五箇荘駅

(1
) 
土
地
利
用
状
況

・
国
道
８
号
に
沿
う
形
で
市
街
化
区
域
に
人
口
が
集
中
し
、
隣
接
す
る
能
登
川
地
域
と
八
日
市
地
域
の
間
は
田
園
地
域

が
広
が
り
、
集
落
が
点
在
し
て
い
る
。

・
国
道
８
号
は
国
土
軸
で
あ
り
、
物
流
や
通
勤
等
で
の
往
来
が
多
く
あ
り
、
飲
食
店
や
物
流
施
設
が
集
積
し
て
い
る
。

・
愛
知
川
沿
い
等
に
繊
維
を
は
じ
め
、
様
々
な
業
種
の
工
場
が
立
地
し
て
お
り
、
朝
･夕
は
国
道
８
号
、
特
に
御
幸
橋

周
辺
で
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。

(2
) 

人
口

状
況

・
人
口
は
、
Ｒ
２
年
国
勢
調
査
で
は

1
2

,1
0

8
人
で
、
Ｈ

2
7
年
と
比
較
し
、

1
8

0
人
減
少
し
て
い
る
。

・
年
代
別
人
口
は
、

4
0
歳
か
ら

4
9
歳
及
び

6
5
歳
か
ら

7
4
歳
の
人
口
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

[図
1

]

(3
) 

人
口

推
移

・
人
口
が
多
い

6
5
歳
か
ら

7
4
歳
人
口
が
、
今
後

1
0
年
で
後
期
高
齢
者
と
な
る
。

[図
1

]
・
令
和
２
年
時
点
で
の
高
齢
化
率

(6
5
歳
以
上

)は
2

9
.1
％
で
、
市
平
均
よ
り
も
高
く
、
市
街
化
調
整
区
域
で
は
高
齢

化
率
が

3
0
％
を
超
え
て
い
る
町
が
あ
る
。

[図
2

]
※
町
別
高
齢
化
率
は
本
編

1
3
ペ
ー
ジ
参
照

・
1

0
代
や

3
0
歳
以
上
の
人
口
は
現
状
を
維
持
し
て
い
る
が
、

2
0
歳
か
ら

2
9
歳
の
人
口
が
流
出
し
て
い
る
。

［
図
３
］

・
Ｈ

2
2
年
か
ら
Ｈ

2
7
年
と
Ｈ

2
7
年
か
ら
Ｒ

2
年
で
の
人
口
増
減
比
較
で
は
、

2
0
歳
か
ら

2
9
歳
人
口
の
人
口
減
少

率
が
悪
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
年
代
の
人
口
増
減
率
は
微
増
と
な
っ
て
い
る
。
［
図
４
］

(1
) 

施
設

の
立

地
状

況
・
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
：
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
五
個
荘
店

・
総
合
病
院
･公
立
診
療
所
：
神
崎
中
央
病
院

・
学
校
：
小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校
、
専
門
学
校
１
校

・
企
業
：
愛
知
川
沿
い
を
中
心
に
様
々
な
業
種
の
工
場
が
立
地
し
、
国
道
８
号
沿
い
に
は
物
流
施
設
が
立
地

(2
) 
公
共
交
通
の
状
況

・
地
域
内
を
近
江
鉄
道
、
路
線
バ
ス
（
２
路
線
）
、
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
が
運
行
し
て
い
る
。

・
近
江
鉄
道
五
箇
荘
駅
利
用
者
の

8
5
％
が
通
勤
･通
学
で
の
利
用
で
あ
り
、
利
用
者
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

・
路
線
バ
ス
で
あ
る
近
江
鉄
道
バ
ス
神
崎
線
は
、
八
日
市
高
校
や
能
登
川
高
校
等
の
学
生
の
通
学
利
用
や
五
個
荘
小
学

校
児
童
の
通
学
利
用
が
あ
る
と
と
も
に
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
五
個
荘
金
堂
地
区
へ
の
観
光
利
用
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
収
支
率
は

5
0
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

・
路
線
バ
ス
（
コ
ミ
ニ
テ
ィ
バ
ス
扱
い
）
の
角
能
線
は
、
通
学
等
で
の
利
用
が
あ
る
が
、
Ｈ

2
8
年
度
収
支
率

4
9

.1
％

が
Ｒ
１
年
度
収
支
率

3
1

.9
％
に
悪
化
し
て
い
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
五
個
荘
エ
リ
ア
は
、
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
地
域
内
移
動
を
補
完
し
て
お
り
、
五
個
荘
小

学
校
児
童
の
通
学
利
用
が
あ
る
。

：
専
門
学
校

：
高
等
学
校

：
大
学

：
小
中
学
校

：
市
役
所
･
支
所

：
総
合
病
院
･
公
立
診
療
所

：
民
間
診
療
所

：
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

：
山
・
寺
・
集
客
施
設
等

：
図
書
館

：
ス
ポ
ー
ツ
施
設

：
主
な
工
場

-
凡
例

-

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

：
近
江
鉄
道
線

：
ＩＣ
・
Ｓ
ＩＣ

：
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
ＩＤ
）
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地
域

別
の

特
性

・
課

題
と

改
善

の
方

向
性

【
五

個
荘

地
域

】

３
地
域

内
住
民
の
移
動
実
態
と
地
域
内
施

設
へ
の
来
訪
実
態

１
～
３
＋
ヒ
ア
リ
ン
グ
･ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

踏
ま
え
た
課
題
整
理

(
1)
 通

勤
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

地
域

内
外

へ
の

通
勤

を
問

わ
ず

、
大

半
が

車
（

マ
イ

カ
ー

）
通

勤
と

な
っ

て
い

る
。

②
地

域
内

施
設

へ
の

来
訪

実
態

・
車

（
マ

イ
カ

ー
）

通
勤

が
ほ

と
ん

ど
と

な
っ

て
い

る
。

(
2)
 通

学
①

地
域

内
住

民
の

移
動

実
態

・
高

校
生

の
通

学
で

は
、

彦
根

方
面

へ
は

近
江

鉄
道

が
多

く
利

用
さ

れ
、

八
日

市
地

域
や

能
登

川
地

域
へ

は
自

転
車

に
よ

る
通

学
が

主
で

あ
る

が
、

路
線

バ
ス

の
利

用
も

あ
る

。
・

五
個

荘
小

学
校

か
ら

離
れ

た
地

域
に

住
む

児
童

は
、

通
学

に
路

線
バ

ス
の

神
崎

線
や

ち
ょ

こ
っ

と
タ

ク
シ

ー
を

利
用

し
て

い
る

。

(
3)
 買

物
①

地
域

内
住

民
の

移
動

実
態

・
フ

レ
ン

ド
マ

ー
ト

五
個

荘
店

へ
の

買
物

が
多

い
。

居
住

地
に

よ
り

、
市

内
で

は
八

日
市

地
域

や
能

登
川

地
域

、
市

外
で

は
近

江
八

幡
市

や
愛

荘
町

へ
の

買
物

移
動

が
あ

り
、

大
半

は
車

（
マ

イ
カ

ー
）

移
動

と
な

っ
て

い
る

。

(
4)
 通

院
①

地
域

内
住

民
の

移
動

実
態

・
か

か
り

つ
け

医
に

加
え

、
能

登
川

病
院

や
神

崎
中

央
病

院
等

へ
の

通
院

が
多

い
。

大
半

は
車

（
マ

イ
カ

ー
）

移
動

で
、

一
部

ち
ょ

こ
っ

と
タ

ク
シ

ー
の

利
用

も
あ

る
が

、
エ

リ
ア

が
３

つ
に

分
か

れ
て

お
り

、
目

的
地

に
よ

っ
て

は
乗

り
継

い
で

移
動

す
る

必
要

が
あ

る
。

(
5)
 観

光
・

路
線

バ
ス

の
神

崎
線

沿
い

に
は

、
国

の
重

要
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

と
な

っ
て

い
る

五
個

荘
金

堂
地

区
が

あ
り

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
時

等
に

多
く

の
観

光
利

用
が

見
ら

れ
る

が
、

多
く

は
車

（
マ

イ
カ

ー
）

で
の

来
訪

と
な

っ
て

い
る

。

(1
) 

全
体

・
国

道
８

号
は

広
域

移
動

の
幹

線
移

動
軸

で
あ

る
が

、
朝

･夕
の

通
勤

時
間

帯
に

交
通

渋
滞

が
発

生
し

て
お

り
、

国
道

８
号

を
横

断
す

る
路

線
バ

ス
は

運
行

遅
延

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

バ
ス

の
定

時
性

を
確

保
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・

現
行

の
ち

ょ
こ

っ
と

タ
ク

シ
ー

の
運

行
形

態
は

、
エ

リ
ア

が
３

つ
に

分
か

れ
て

お
り

、
利

用
方

法
が

分
か

り
に

く
く

、
使

い
に

く
い

と
い

う
声

を
踏

ま
え

、
利

用
し

や
す

い
運

行
形

態
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

(2
) 

通
勤

・
朝

･
夕

の
通

勤
時

間
帯

で
は

、
国

道
８

号
で

交
通

渋
滞

が
発

生
し

て
お

り
、

定
時

運
行

確
保

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

・
交

通
関

連
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
な

が
ら

移
動

需
要

を
把

握
し

、
隣

接
市

町
と

も
協

議
を

し
な

が
ら

、
公

共
交

通
を

利
用

し
た

通
勤

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

(3
) 

通
学

・
高

校
生

の
通

学
で

は
、

近
江

鉄
道

五
箇

荘
駅

を
利

用
し

通
学

す
る

学
生

も
多

く
、

自
転

車
駐

車
場

の
収

容
台

数
を

超
過

し
た

利
用

が
あ

る
等

、
駅

利
用

環
境

の
改

善
が

求
め

ら
れ

る
。

(4
) 

通
院

・
現

在
の

運
行

エ
リ

ア
を

見
直

し
、

五
個

荘
地

域
内

の
医

療
機

関
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

(5
) 

買
物

・
地

域
内

で
の

買
物

利
用

で
の

ち
ょ

こ
っ

と
タ

ク
シ

ー
の

利
用

は
多

く
な

い
こ

と
か

ら
、

ち
ょ

こ
っ

と
タ

ク
シ

ー
を

利
用

し
た

買
物

移
動

等
、

お
で

か
け

機
会

を
創

出
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

(6
) 

観
光

・
路

線
バ

ス
で

あ
る

近
江

鉄
道

バ
ス

神
崎

線
の

沿
線

に
は

、
五

個
荘

金
堂

地
区

を
は

じ
め

と
し

た
地

域
観

光
資

源
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
商

工
観

光
部

局
で

の
観

光
資

源
の

魅
力

度
を

高
め

る
取

組
を

進
め

る
と

と
も

に
、

来
訪

者
が

公
共

交
通

を
利

用
し

て
移

動
し

や
す

い
よ

う
環

境
整

備
を

進
め

て
行

く
必

要
が

あ
る

。

(7
) 

広
報

・
ち

ょ
こ

っ
と

タ
ク

シ
ー

の
エ

リ
ア

運
行

に
つ

い
て

、
利

用
方

法
や

停
留

所
の

位
置

等
の

情
報

提
供

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

１
近
江
鉄
道
バ

ス
の
定
時
運
行
確
保
に
向
け
た

取
組
検
討

２
近
江
鉄
道
五

箇
荘
駅
利
用
環
境
の
整
備

３
ち
ょ
こ
っ
と

タ
ク
シ
ー
の
運
行
形
態
（
エ
リ
ア

運
行
）
見
直
し

４
商
工
観
光
部

局
と
連
携
し
た
公
共
交
通
利
用

環
境
の
整
備

五
個

荘
地
域

の
取
組
方

針
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平成22年⇒平成27年から

平成27⇒令和2年の変化

人口増減率（社会増減+自然減）

変
化

平
成

2
2
年
⇒
平
成

2
7
年

平
成

2
7
年
⇒
令
和

2
年

-
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.0

%

5
0
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-
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-
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-
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-
1
0
00

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

平成22年⇒令和2年人口増減（社会増減+自然減）

人
口
増
減

増
減
割
合

（人
）

地
域
別
の
特
性
・
課
題
と
改
善
の
方
向
性

【
愛
東
 
湖
東
地
域
】

１
地

域
概

況
２

施
設

立
地

･公
共

交
通

図
1
年

代
別

人
口

構
成

図
2
 人

口
推
移

図
3

人
口

推
移

コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平

成
2
2
年

⇒
令

和
２

年
の
増

減

例
)2

5
-2

9
歳

人
口

増
減

の
算

出
方

法
平

成
2
7
年

度
の

2
5
-2

9
歳

人
口

-平
成

2
2
年

度
の

2
0
-2

4
歳

人
口

高
校
卒
業
後

2
0
代

3
0
代
の

人
口
が
大
幅
に
流
出 お
よ
そ
５
人
に
２
人
が
流
出

人
口
が
回
復
せ
ず

2
0
代
の

人
口
減
少
率
が
悪
化

図
4

人
口
推
移
コ
ー
ホ
ー
ト
分
析

平
成

2
2
年

⇒
平

成
2
7
年

と
平

成
2
7
年

⇒
令

和
２

年
の
比

較

愛
東
 湖

東
地
域

永
源

寺
地

域
玉

緒
・
御

園
地

域

五
個
荘
地
域

湖
東
記
念
病
院

近
江
温
泉
病
院

湖
東
診
療
所

あ
い
と
う
診
療
所

フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
湖
東
店

ア
イ
 
マ
ー
ト

市
立
湖
東
第
二
小
学
校

市
立
湖
東
第
一
小
学
校

市
立
愛
東
南
小
学
校

市
立
愛
東
中
学
校

道
の
駅

あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

市
立
愛
東
北
小
学
校

市
立
湖
東
第
三
小
学
校

び
わ
こ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
大
学

市
立
湖
東
中
学
校

湖
東
味
咲
館

湖
東
支
所

湖
東
工
業
団
地

湯
屋
工
業
団
地 園

工
業
団
地

百
済
寺

愛
東
支
所

河辺の森

五箇荘

(1
) 
土
地
利
用
状
況

・
各
支
所
の
周
辺
に
公
共
施
設
が
集
積
し
て
い
る
ほ
か
、
田
園
地
域
の
中
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

・
近
年
、
湖
東
第
三
小
学
校
周
辺
で
宅
地
造
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、
子
育
て
世
代
の
人
口
流
入
が
想
定
さ
れ
る
。

・
愛
東
地
区
に
は
湖
東
工
業
団
地
を
は
じ
め
３
つ
の
工
業
団
地
、
湖
東
地
区
に
は
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
本
社
工
場

等
が
あ
る
。

(2
) 

人
口

状
況

・
人
口
は
、
Ｒ
２
年
国
勢
調
査
で
は

1
2

,8
4

1
人
で
、
Ｈ

2
7
年
と
比
較
し
、

7
1

1
人
減
少
し
て
い
る
。

・
年
代
別
人
口
を
見
る
と
、

6
5
歳
か
ら

7
4
歳
の
人
口
が
多
く
、
次
い
で

4
0
歳
か
ら

4
9
歳
、

1
5
歳
か
ら

1
9
歳
の

人
口
が
多
い
。

[図
1

]

(3
) 
人
口
推
移

・
人
口
が
多
い

6
5
歳
か
ら

7
4
歳
人
口
が
、
今
後

1
0
年
で
後
期
高
齢
者
と
な
る
。

[図
1

]
・
令
和
２
年
時
点
で
の
高
齢
化
率
は

3
3

.5
％
で
、
市
平
均
よ
り
も
高
く
、
中
山
間
地
域
に
近
い
町
に
な
る
ほ
ど
高
齢

化
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

[図
2

]
※
町
別
高
齢
化
率
は
本
編

1
3
ペ
ー
ジ
参
照

・
1

9
歳
ま
で
の
人
口
は
維
持
し
て
い
る
が
、

2
0
歳
か
ら

3
4
歳
人
口
の
流
出
が
多
く
、
特
に

2
5
歳
か
ら

2
9
歳
の
人

口
は

4
0
％
近
い
減
少
率
と
な
っ
て
い
る
。

[図
3

]
・
Ｈ

2
2
年
か
ら
Ｈ

2
7
年
と
Ｈ

2
7
年
か
ら
Ｒ
２
年
で
の
人
口
増
減
比
較
で
は
、

3
5
歳
か
ら

3
9
歳
人
口
は
増
加
に
転

じ
た
が
、

2
0
代
の
人
口
減
少
率
は
悪
化
し
て
い
る
。

[図
4

]

(1
) 
施
設
の
立
地
状
況

・
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
：
道
の
駅
あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
湖
東
店

等
、
４
店
舗

・
総
合
病
院
･公
立
診
療
所
：
近
江
温
泉
病
院
、
湖
東
記
念
病
院
、
あ
い
と
う
診
療
所
、
湖
東
診
療
所

・
学
校
：
小
学
校
 
校
、
中
学
校
２
校
、
専
門
職
大
学

・
企
業
：
湖
東
工
業
団
地
を
は
じ
め
、
３
つ
の
工
業
団
地
等
に
建
築
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
が
進
出

(2
) 

公
共

交
通

の
状

況
・
地
域
内
を
路
線
バ
ス
（
１
路
線
）
、
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
（
２
路
線
）
、
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
（
３
路
線
、
３
エ
リ

ア
）
が
あ
る
。

・
路
線
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
扱
い
）
の
角
能
線
は
、
愛
東
地
区
の
市
ヶ
原
か
ら
湖
東
地
区
北
部
の
湖
東
記
念
病

院
を
通
り
、
愛
荘
町
を
経
由
し
、
Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
ま
で
を
結
ぶ
幹
線
交
通
軸
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
は
、
交
通
結
節
点
で
あ
る
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
と
愛
東
地
区
、
湖
東
地
区
を
結
ん
で
い
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
愛
東
線
は
、
小
学
生
や
高
校
生
の
通
学
利
用
や
ア
ピ
ア
等
へ
の
買
物
利
用
が
あ
る
が
、
利
用
者
数

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
湖
東
線
は
、
八
日
市
高
校
へ
の
通
学
や
湖
東
記
念
病
院
へ
の
通
院
で
の
利
用
が
見
ら
れ
、
コ
ロ
ナ

禍
前
で
は
１
便
平
均
利
用
者
数
は

6
.2

8
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
は
、
地
区
内
で
の
移
動
を
確
保
す
る
た
め
に
運
行
し
て
お
り
、
愛
東
地
区
で
は
定
時
定
路
線
、

湖
東
地
区
で
は
エ
リ
ア
運
行
を
行
っ
て
い
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
で
は
、
定
時
定
路
線
の
愛
東
地
区
で
は
利
用
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
エ
リ
ア
運
行
を

行
っ
て
い
る
湖
東
地
区
で
は
利
用
者
が
増
加
（
コ
ロ
ナ
禍
前
）
し
て
い
る
。

：
専
門
学
校

：
高
等
学
校

：
大
学

：
小
中
学
校

：
市
役
所
･
支
所

：
総
合
病
院
･
公
立
診
療
所

：
民
間
診
療
所

：
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

：
山
・
寺
・
集
客
施
設
等

：
図
書
館

：
ス
ポ
ー
ツ
施
設

：
主
な
工
場

-
凡
例

-

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

：
近
江
鉄
道
線

：
ＩＣ
・
Ｓ
ＩＣ

：
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
ＩＤ
）

八
日
市
I
C
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１
～
３
＋
ヒ
ア
リ
ン
グ
･ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

踏
ま
え
た
課
題
整
理

地
域

別
の

特
性

・
課

題
と

改
善

の
方

向
性

【
愛

東
･
湖

東
地

域
】

３
地
域

内
住
民
の
移
動
実
態
と
地
域
内
施

設
へ
の
来
訪
実
態

(1
)
 通

勤
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

地
域

内
の

工
業

団
地

や
地

域
外

の
工

場
等

へ
の

通
勤

が
多

く
、

ほ
と

ん
ど

が
車

（
マ

イ
カ

ー
）

通
勤

と
な

っ
て

い
る

。
②

地
域

内
施

設
へ

の
来

訪
実

態
・

地
域

内
に

複
数

の
工

業
団

地
や

工
場

が
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

が
車

（
マ

イ
カ

ー
）

通
勤

と
な

っ
て

い
る

。

(2
)
 通

学
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

八
日

市
地

域
に

あ
る

高
校

へ
の

通
学

で
は

自
転

車
で

の
通

学
が

多
く

見
ら

れ
る

が
、

ち
ょ

こ
っ

と
バ

ス
愛

東
線

及
び

湖
東

線
を

利
用

し
た

通
学

も
見

ら
れ

る
。

・
市

外
の

高
校

へ
の

通
学

で
は

、
近

江
鉄

道
八

日
市

駅
の

利
用

や
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

愛
東

線
の

利
用

が
見

ら
れ

る
が

、
湖

東
線

で
は

市
外

へ
の

通
学

に
適

し
た

ダ
イ

ヤ
が

な
い

た
め

、
駅

ま
で

保
護

者
の

送
迎

も
見

ら
れ

る
。

(3
)
 通

院
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

か
か

り
つ

け
医

は
、

地
域

内
通

院
が

多
く

、
大

半
は

車
（

マ
イ

カ
ー

）
移

動
と

な
っ

て
い

る
。

・
総

合
病

院
へ

の
通

院
は

、
湖

東
記

念
病

院
へ

の
通

院
が

多
い

が
、

東
近

江
医

療
セ

ン
タ

ー
へ

の
通

院
も

見
ら

れ
、

大
半

は
車

（
マ

イ
カ

ー
）

移
動

と
な

っ
て

い
る

。
②

地
域

内
施

設
へ

の
来

訪
実

態
・

湖
東

記
念

病
院

に
は

、
八

日
市

地
域

等
、

他
地

域
か

ら
の

通
院

も
多

く
、

大
半

は
車

（
マ

イ
カ

ー
）

移
動

で
あ

る
が

、
路

線
バ

ス
で

あ
る

近
江

鉄
道

バ
ス

角
能

線
や

ち
ょ

こ
っ

と
バ

ス
湖

東
線

を
利

用
し

た
通

院
も

見
ら

れ
る

。

(4
)
 買

物
①

地
域

内
住

民
の

移
動

実
態

・
地

域
内

で
の

買
物

は
、

フ
レ

ン
ド

マ
ー

ト
湖

東
店

が
多

く
、

大
半

が
車

（
マ

イ
カ

ー
）

移
動

と
な

っ
て

い
る

。
・

地
域

外
で

は
、

愛
東

地
区

南
部

で
は

玉
緒

･御
園

地
域

へ
の

買
物

移
動

が
多

く
、

湖
東

地
区

で
は

八
日

市
地

域
や

愛
荘

町
へ

の
買

物
移

動
が

見
ら

れ
、

大
半

は
車

（
マ

イ
カ

ー
）

移
動

と
な

っ
て

い
る

。

(5
)
 観

光
・

道
の

駅
あ

い
と

う
マ

ー
ガ

レ
ッ

ト
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
は

、
県

内
有

数
の

観
光

入
込

客
数

を
誇

り
、

週
末

は
県

外
を

は
じ

め
遠

方
か

ら
の

利
用

者
も

多
く

あ
る

が
、

大
半

が
車

（
マ

イ
カ

ー
）

や
観

光
バ

ス
で

の
来

訪
が

多
い

。
・

百
済

寺
は

、
湖

東
三

山
の

一
つ

で
あ

り
、

紅
葉

の
名

所
で

知
ら

れ
、

紅
葉

シ
ー

ズ
ン

は
多

く
の

観
光

客
が

あ
る

が
、

ほ
と

ん
ど

が
車

（
マ

イ
カ

ー
）

移
動

と
な

っ
て

い
る

。

(1
) 

全
体

・
互

い
の

往
来

も
多

く
あ

る
こ

と
か

ら
、

両
地

区
間

を
跨

い
だ

移
動

手
段

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

・
高

齢
化

率
が

高
く

、
総

合
病

院
へ

の
通

院
も

多
い

。
地

域
内

の
湖

東
記

念
病

院
の

ほ
か

に
、

東
近

江
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
へ

の
通

院
移

動
が

あ
る

が
、

ち
ょ

こ
っ

と
バ

ス
を

乗
り

継
い

で
の

移
動

が
必

要
と

な
り

、
移

動
時

間
が

長
時

間
と

な
る

こ
と

か
ら

、
移

動
時

間
の

短
縮

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

(2
) 

通
勤

・
地

域
内

に
大

規
模

な
工

場
が

立
地

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
交

通
関

連
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
な

が
ら

移
動

需
要

を
把

握
し

、
公

共
交

通
を

利
用

し
た

通
勤

形
態

へ
の

転
換

に
向

け
た

取
組

を
進

め
て

行
く

必
要

が
あ

る
。

(3
) 

通
学

・
高

校
生

等
の

通
学

に
つ

い
て

は
、

近
江

鉄
道

最
寄

駅
ま

で
保

護
者

の
送

迎
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
バ

ス
と

鉄
道

を
利

用
し

た
通

学
が

し
や

す
い

環
境

を
整

え
る

必
要

が
あ

る
。

・
集

落
が

点
在

す
る

地
域

特
性

か
ら

、
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

の
速

達
性

･利
便

性
を

確
保

し
つ

つ
、

幅
広

い
通

学
利

用
を

確
保

す
る

た
め

の
施

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

(4
) 

通
院

・
当

該
地

域
内

か
ら

東
近

江
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
、

他
地

域
か

ら
湖

東
記

念
病

院
へ

の
通

院
利

用
で

ち
ょ

こ
っ

と
バ

ス
を

利
用

し
た

場
合

、
乗

り
継

ぎ
等

に
よ

り
移

動
時

間
が

長
時

間
と

な
っ

て
お

り
、

移
動

時
間

の
短

縮
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

(5
) 

買
物

・
地

域
内

で
の

買
物

が
多

い
が

、
他

地
域

に
比

べ
買

物
頻

度
が

少
な

く
１

回
の

買
物

量
が

多
い

と
い

う
特

徴
が

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
ち

ょ
こ

っ
と

タ
ク

シ
ー

を
利

用
し

た
買

物
移

動
が

し
や

す
い

環
境

を
整

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

(6
) 

観
光

・
道

の
駅

あ
い

と
う

マ
ー

ガ
レ

ッ
ト

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

や
百

済
寺

は
、

市
外

か
ら

の
観

光
客

も
多

い
こ

と
か

ら
、

商
工

観
光

部
局

が
進

め
る

取
組

を
踏

ま
え

つ
つ

、
公

共
交

通
に

お
け

る
施

策
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

(7
) 

広
報

・
利

用
方

法
や

ア
ク

セ
ス

方
法

、
時

刻
表

等
を

改
め

て
周

知
す

る
と

と
も

に
、

公
共

交
通

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
の

変
化

を
常

に
把

握
し

、
適

切
に

対
応

を
続

け
る

必
要

が
あ

る
。

１
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
の
運

行
形
態
（
エ
リ
ア
運
行
等
）
見
直

し

２
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
ち
ょ

こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
停
留
所
の
見

直
し
実
施

３
通
学
利
用
の
促
進
を
目
指
し

、
サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
の

検
討

４
モ
ビ
リ
テ
ィ
･マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
通
勤

･通
学
利
用
の
拡

大
推
進

愛
東
･
湖

東
地
域

の
取
組

方
針
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平成22⇒令和2年人口増減（社会増減+自然減）

人
口
増
減

増
減
割
合

（人
）

地
域
別
の
特
性
・
課
題
と
改
善
の
方
向
性

【
能
登
川
地
域
】

図
3

人
口

推
移

コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平

成
2
2
年

⇒
令

和
２

年
の
増

減

例
)2

5
-2

9
歳

人
口

増
減

の
算

出
方

法
平

成
2
7
年

度
の

2
5
-2

9
歳

人
口

-平
成

2
2
年

度
の

2
0
-2

4
歳

人
口

図
4

人
口

推
移

コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平
成

2
2
年
⇒
平
成

2
7
年
と
平
成

2
7
年
⇒
令
和
２
年
の
比
較

図
1

年
代

別
人

口
構

成

図
2

人
口

推
移

2
0
歳
代
の
人
口
が
流
出

2
0
~

3
0
代
で
人
口
が
少
し
回
復

１
地

域
概

況
２

施
設

立
地

･公
共

交
通

2
0
歳
か
ら

2
4
歳
の

人
口
流
出
が
続
い
て
い
る

能
登
川
地
域

五
個

荘
地

域

市
立
能
登
川
北
小
学
校

市
立
能
登
川
東
小
学
校

市
立
能
登
川
中
学
校

市
立
能
登
川
西
小
学
校

県
立
能
登
川
高
等
学
校

市
立
能
登
川
南
小
学
校

能
登
川
病
院

フ
レ
ス
コ
能
登
川
店

フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
能
登
川
店

菜
々
美

丸
善
能
登
川
店

鳥
善

能
登
川
水
車
と
カ
ヌ
ー
ラ
ン
ド

の
と
が
わ
 
志
賀
工
業
団
地

能
登
川
支
所

五箇荘

(1
) 

施
設

の
立

地
状

況
・
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
：
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
能
登
川
店
、
フ
レ
ス
コ
能
登
川
店
、
丸
善
能
登
川
店
等
、
 
店
舗

・
総
合
病
院
･公
立
診
療
所
：
能
登
川
病
院

・
学
校
：
小
学
校
４
校
、
中
学
校
１
校
、
高
等
学
校
１
校

・
企
業
：
の
と
が
わ
･志
賀
工
業
団
地
や
能
登
川
駅
周
辺
等
に
工
場
が
立
地

(2
) 
公
共
交
通
の
状
況

・
Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
は
、
路
線
バ
ス
（
２
路
線
）
、
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
（
１
路
線
）
、
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
（
３
路

線
）
が
乗
り
入
れ
る
等
、
能
登
川
地
域
内
や
各
地
域
を
結
ぶ
交
通
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
。

・
路
線
バ
ス
の
神
崎
線
は
、
Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
と
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
間
、
角
能
線
（
コ
ミ
ニ
テ
ィ
バ
ス
扱
い
）
は
Ｊ
Ｒ

能
登
川
駅
と
愛
荘
町
、
愛
東
･湖
東
地
域
を
結
ぶ
幹
線
交
通
軸
と
な
っ
て
い
る
。

・
路
線
バ
ス
の
神
崎
線
は
、
八
日
市
高
校
や
能
登
川
高
校
等
の
学
生
の
通
学
利
用
や
五
個
荘
地
域
に
あ
る
五
個
荘
金
堂

地
区
へ
の
観
光
利
用
が
あ
る
が
、
収
支
率
は

5
0
％
前
後
に
推
移
し
て
い
る
。

・
路
線
バ
ス
（
コ
ミ
ニ
テ
ィ
バ
ス
扱
い
）
の
角
能
線
は
、
愛
知
高
校
等
の
学
生
の
通
学
利
用
が
あ
る
が
、
収
支
率
が
近

年
悪
化
傾
向
に
あ
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
大
中
線
は
、
沿
線
沿
い
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
へ
の
通
学
利
用
等
が
あ
る
が
、
休
日
ダ
イ
ヤ

の
利
用
で
は
１
日
の
利
用
者
が
０
人
の
日
が
あ
る
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
は
、
各
路
線
と
も
利
用
者
が
多
く
あ
り
、
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
能
登
川
駅
周
辺
へ
の
利
用

と
な
っ
て
い
る
。

(1
) 
土
地
利
用
状
況

・
Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
は
新
快
速
停
車
駅
で
あ
り
、
市
内
だ
け
で
な
く
隣
接
市
町
か
ら
も
通
勤
･通
学
利
用
が
あ
る
な
ど
、

交
通
結
節
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

・
Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
を
中
心
に
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
が
あ
り
、
近
年
で
は
都
市
計
画
道
路
能
登
川
北
部
線
を
中
心

に
宅
地
造
成
が
活
発
で
、
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
の
面
積
が
拡
大
も
、
人
口
密
度
は
低
下
し
て
い
る
。

・
官
民
連
携
で
の
大
型
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
事
業
や

R
４
年
２
月
に
新
た
な
垣
見
隧
道
開
通
等
、
駅
周
辺
の
再
開
発

の
取
組
が
加
速
し
て
い
る
。

・
愛
知
川
沿
い
に
は
、
の
と
が
わ
･志
賀
工
業
団
地
等
に
複
数
の
工
場
が
立
地
し
て
い
る
。

(2
) 

人
口

状
況

・
人
口
は
、
Ｒ
２
年
国
勢
調
査
で
は

2
2

,9
7

8
人
で
、
Ｈ

2
7
年
と
比
較
し

1
0

2
人
減
少
し
て
い
る
。

・
年
代
別
人
口
で
は
、
他
の
年
代
と
比
較
し
、

2
0
歳
か
ら

2
4
歳
の
人
口
が
少
な
く
、

6
5
歳
か
ら

7
4
歳
の
人
口
が

多
く
、
今
後

1
0
年
で
後
期
高
齢
者
の
数
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

[図
1

]

(3
) 
人
口
推
移

・
令
和
２
年
時
点
で
の
高
齢
化
率

(6
5
歳
以
上

)は
2

7
.4

%
で
、
市
平
均
よ
り
も
低
い
が
、
市
街
化
調
整
区
域
を
中
心

に
高
齢
化
率
が
高
い
町
が
あ
る
。

[図
2

]
※
町
別
高
齢
化
率
は
本
編

1
3
ペ
ー
ジ
参
照

・
1

0
代
の
人
口
は
維
持
、

3
0
歳
か
ら

3
4
歳
の
人
口
が
流
入
し
て
い
る
が
、

2
0
歳
か
ら

2
9
歳
の
人
口
が
流
出
し
て

い
る
。

[図
3

]
・
Ｈ

2
2
年
か
ら
Ｈ

2
7
年
と
Ｈ

2
7
年
か
ら
Ｒ
２
年
で
の
人
口
増
減
比
較
で
は
、
多
く
の
年
代
で
人
口
増
減
率
は
微
増

減
の
状
況
で
推
移
し
て
い
る
が
、

2
0
歳
か
ら

2
4
歳
の
人
口
減
少
率
が
高
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

[図
4

]

：
専
門
学
校

：
高
等
学
校

：
大
学

：
小
中
学
校

：
市
役
所
･
支
所

：
総
合
病
院
･
公
立
診
療
所

：
民
間
診
療
所

：
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

：
山
・
寺
・
集
客
施
設
等

：
図
書
館

：
ス
ポ
ー
ツ
施
設

：
主
な
工
場

-
凡
例

-

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

：
近
江
鉄
道
線

：
ＩＣ
・
Ｓ
ＩＣ

：
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
ＩＤ
）
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(1
) 

全
体

・
地

域
内

で
の

移
動

需
要

は
、

お
お

む
ね

Ｊ
Ｒ

能
登

川
駅

周
辺

に
集

約
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
各

地
域

と
Ｊ

Ｒ
能

登
川

駅
周

辺
を

結
ぶ

公
共

交
通

網
を

構
築

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

・
能

登
川

地
域

の
特

徴
と

し
て

、
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

の
運

行
に

よ
り

現
状

の
ち

ょ
こ

っ
と

タ
ク

シ
ー

の
運

行
本

数
を

確
保

で
き

な
い

の
で

あ
れ

ば
、

ち
ょ

こ
っ

と
タ

ク
シ

ー
で

の
運

行
維

持
を

支
持

す
る

意
見

が
多

い
こ

と
を

踏
ま

え
、

ち
ょ

こ
っ

と
タ

ク
シ

ー
で

の
運

行
を

前
提

と
し

つ
つ

、
更

な
る

利
便

性
向

上
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
。

(2
) 

通
勤

・
朝

夕
の

通
勤

時
間

帯
で

は
、

国
道

８
号

で
交

通
渋

滞
が

発
生

し
て

お
り

、
路

線
バ

ス
の

定
時

運
行

確
保

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

・
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

大
中

線
は

、
駅

へ
の

直
線

的
な

運
行

ル
ー

ト
で

な
い

た
め

、
通

勤
･通

学
で

の
利

用
が

し
に

く
い

と
の

声
が

あ
り

、
利

用
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
、

運
行

ル
ー

ト
の

見
直

し
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

(3
) 

通
学

・
Ｊ

Ｒ
能

登
川

駅
近

く
の

商
業

施
設

に
店

舗
利

用
目

的
以

外
で

自
転

車
を

駐
輪

し
て

い
る

事
例

が
多

く
あ

る
こ

と
か

ら
、

商
業

施
設

と
連

携
し

な
が

ら
、

適
切

な
対

応
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

・
能

登
川

北
小

学
校

で
は

、
夏

場
等

に
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

を
利

用
し

た
下

校
の

要
望

が
あ

り
、

通
学

利
用

を
見

据
え

た
対

応
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

(4
) 

通
院

・
能

登
川

病
院

は
、

地
域

外
か

ら
の

利
用

者
が

増
加

傾
向

で
あ

り
、

公
共

交
通

を
利

用
し

た
移

動
環

境
を

整
え

る
と

と
も

に
、

市
外

へ
の

通
院

移
動

に
対

応
し

た
鉄

道
駅

と
の

ス
ム

ー
ズ

な
乗

り
継

ぎ
が

求
め

ら
れ

る
。

(5
) 

買
物

・
地

域
内

で
の

買
物

は
、

Ｊ
Ｒ

能
登

川
駅

周
辺

が
多

い
た

め
、

買
物

利
便

性
を

確
保

し
た

運
行

形
態

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

(
6
)
 
広
報
･
そ
の
他

・
高

齢
者

に
と

っ
て

時
刻

表
が

見
づ

ら
い

と
い

っ
た

声
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

区
別

で
の

分
か

り
や

す
い

時
刻

表
の

作
成

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
Ｊ

Ｒ
能

登
川

駅
東

口
は

、
停

車
場

と
し

て
近

江
鉄

道
株

式
会

社
が

占
用

許
可

を
得

た
上

で
使

用
し

て
い

る
が

、
一

般
車

両
が

バ
ス

停
車

位
置

に
一

時
停

車
す

る
等

、
円

滑
な

バ
ス

運
行

に
支

障
が

生
じ

て
お

り
、

交
通

事
業

者
を

は
じ

め
関

係
機

関
に

て
対

応
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

１
通
勤
･通

学
利
用
を
見
据
え
た
ち
ょ
こ
っ

と
バ
ス
大
中
線
の
ダ
イ
ヤ
改
編

２
駅
周
辺
商
業
施
設
へ
の

自
転
車
駐
車
に
係
る
対
応

３
能
登
川
病
院
へ
の
新
た

な
通
院
需
要
に
対
応
し
た
運
行
ダ

イ
ヤ
の
検
討

４
能
登
川
駅
東
口
バ
ス
停

車
場
へ
の
一
般
車
両
停
車
に
係
る

対
応

能
登

川
地
域

の
取
組
方

針

(
1)
 通

勤
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

京
都

方
面

へ
の

通
勤

に
は

電
車

、
市

内
や

隣
接

市
町

へ
の

通
勤

に
は

車
（

マ
イ

カ
ー

）
が

多
い

。
②

地
域

内
施

設
へ

の
来

訪
実

態
・

大
半

が
車

（
マ

イ
カ

ー
）

通
勤

だ
が

、
Ｊ

Ｒ
沿

線
沿

い
か

ら
の

通
勤

も
あ

り
、

複
数

の
企

業
が

駅
と

の
シ

ャ
ト

ル
便

を
運

行
し

て
い

る
。

③
出

張
者

の
来

訪
実

態
・

コ
ロ

ナ
禍

前
ま

で
は

、
愛

荘
町

も
含

む
愛

知
川

沿
い

の
工

場
へ

の
出

張
利

用
が

多
く

、
Ｊ

Ｒ
能

登
川

駅
周

辺
の

タ
ク

シ
ー

利
用

の
７

～
８

割
が

出
張

利
用

で
あ

っ
た

。

(
2)
 通

学
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

八
日

市
方

面
、

愛
知

高
校

へ
の

通
学

を
除

き
、

Ｊ
Ｒ

で
の

通
学

が
中

心
で

あ
り

、
最

寄
駅

ま
で

は
自

転
車

又
は

保
護

者
の

送
迎

で
移

動
し

て
い

る
。

・
能

登
川

東
小

学
校

で
は

、
一

部
児

童
は

ス
ク

ー
ル

バ
ス

を
利

用
し

て
通

学
し

て
い

る
。

・
能

登
川

北
小

学
校

で
は

、
近

年
の

酷
暑

を
踏

ま
え

、
下

校
時

に
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

大
中

線
を

利
用

し
て

下
校

し
て

い
る

。
②

地
域

内
施

設
へ

の
来

訪
実

態
・

能
登

川
高

校
へ

の
通

学
は

、
市

内
の

他
地

域
在

住
者

は
路

線
バ

ス
の

利
用

が
多

い
。

・
パ

ソ
コ

ン
ス

ク
ー

ル
へ

の
通

学
で

は
、

ち
ょ

こ
っ

と
バ

ス
大

中
線

の
利

用
が

あ
る

。

(
3)
 通

院
①

地
域

内
在

住
者

の
移

動
実

態
・

総
合

病
院

へ
の

通
院

は
、

近
江

八
幡

市
立

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

や
彦

根
方

面
が

多
い

。
・

個
人

医
院

へ
の

通
院

に
加

え
、

能
登

川
病

院
へ

の
通

院
も

多
く

、
車

（
マ

イ
カ

ー
）

で
の

移
動

が
大

半
と

な
っ

て
い

る
。

・
能

登
川

病
院

へ
の

通
院

に
つ

い
て

は
、

車
（

マ
イ

カ
ー

）
以

外
で

は
、

行
き

の
み

家
族

等
の

送
迎

、
帰

り
は

病
院

の
マ

イ
ク

ロ
バ

ス
を

利
用

す
る

事
例

も
あ

る
。

②
地

域
内

施
設

へ
の

来
訪

実
態

・
能

登
川

病
院

は
、

Ｒ
１

年
度

に
ア

イ
セ

ン
タ

ー
開

設
等

に
よ

り
、

地
域

外
か

ら
の

通
院

も
多

い
。

(
4)
 買

物
①

地
域

内
住

民
の

移
動

実
態

・
能

登
川

駅
周

辺
店

舗
へ

の
買

物
が

多
い

が
、

地
域

外
の

近
江

八
幡

市
や

豊
郷

町
へ

の
買

物
移

動
も

多
く

、
大

半
が

車
（

マ
イ

カ
ー

）
で

の
移

動
と

な
っ

て
い

る
。

・
ち

ょ
こ

っ
と

タ
ク

シ
ー

を
利

用
し

た
買

物
で

は
、

フ
レ

ン
ド

マ
ー

ト
能

登
川

店
へ

の
利

用
が

多
い

。
②

地
域

内
施

設
へ

の
来

訪
実

態
・

能
登

川
地

域
に

近
い

五
個

荘
地

域
か

ら
の

買
物

が
あ

る
。

地
域

別
の

特
性

・
課

題
と

改
善

の
方

向
性

【
能

登
川

地
域

】

３
地
域

内
住
民
の
移
動
実
態
と
地
域
内
施

設
へ
の
来
訪
実
態

１
～
３
＋
ヒ
ア
リ
ン
グ
･ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

踏
ま
え
た
課
題
整
理
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平成22年⇒令和2年人口増減（社会増減+自然減）

人
口
増
減

増
減
割
合

（人
）

図
1

年
代

別
人

口
構

成

地
域
別
の
特
性
・
課
題
と
改
善
の
方
向
性

【
蒲
生
地
域
】

図
3

人
口

推
移

コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平

成
2
2
年

⇒
令

和
２

年
の
増

減

例
)2

5
-2

9
歳

人
口

増
減

の
算

出
方

法
平

成
2
7
年

度
の

2
5
-2

9
歳

人
口

-平
成

2
2
年

度
の

2
0
-2

4
歳

人
口

図
4

人
口

推
移

コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
平

成
2
2
年

⇒
平

成
2
7
年

と
平

成
2
7
年

⇒
令

和
２

年
の
比

較

図
2

人
口

推
移

ほ
ぼ
変
わ
ら
ず

お
よ
そ
５
人
に
２
人
が
流
出

１
地
域
概
況

２
施
設
立
地
･公

共
交
通

2
5
歳
か
ら

3
4
歳
の

人
口
減
少
率
が
流
出

蒲
生

地
域

長
峰
診
療
所

フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
木
又
本
店

鋳
物
師
診
療
所

蒲
生
医
療
セ
ン
タ
ー

フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
蒲
生
店

旬
菜
館
さ
く
ら

市
立
蒲
生
東
小
学
校

シ
ョ
ッ
パ
ー
桜
川

市
立
蒲
生
北
小
学
校

市
立
蒲
生
西
小
学
校

市
立
朝
桜
中
学
校

蒲
生
支
所

蒲
生
工
業
団
地

蒲
生
大
塚
工
業
団
地

八
日
市
布
引
工
業
団
地

八
日
市
工
業
団
地

深
谷
中
小
企
業
工
業
団
地

(1
) 
土
地
利
用
状
況

・
市
街
化
区
域
で
あ
る
蒲
生
支
所
周
辺
に
施
設
が
集
積
し
て
い
る
が
、
大
部
分
が
市
街
化
調
整
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

・
蒲
生
地
域
の
人
口
の
約
 
割
が
長
峰
団
地
に
集
中
し
、
平
野
部
で
は
農
村
集
落
が
点
在
し
て
い
る
。

・
近
江
鉄
道
沿
線
沿
い
に
 
つ
の
工
業
団
地
が
立
地
し
て
お
り
、
電
子
機
器
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
な
工
場
が
立
地

し
て
い
る
。

(2
) 
人
口
状
況

・
人
口
は
、
Ｒ
２
年
国
勢
調
査
で
は

1
4

,0
0

0
人
で
、
Ｈ

2
7
年
と
比
較
し
、

7
7

2
人
減
少
し
て
い
る
。

・
年
代
別
人
口
は
、

2
0
歳
か
ら

3
9
歳
の
人
口
が
少
な
く
、

4
5
歳
か
ら

6
4
歳
の
人
口
が
多
い
。

[図
1

]

(3
) 
人
口
推
移

・
令
和
２
年
時
点
で
の
高
齢
化
率

(6
5
歳
以
上

)は
2

3
.5

%
で
、
市
平
均
よ
り
も
低
い
が
、
町
別
で
み
る
と
高
齢
化
率

が
3

0
％
を
超
え
て
い
る
町
が
多
く
あ
る
。

[図
2

]
※
町
別
高
齢
化
率
は
本
編

1
3
ペ
ー
ジ
参
照

・
1

5
歳
か
ら

3
4
歳
に
か
け
て
の
人
口
が
流
出
し
て
お
り
、
特
に

2
0
歳
か
ら

2
9
歳
人
口
は

3
0
％
前
後
減
少
し
て
い

る
。

[図
３

]
・
Ｈ

2
2
年
か
ら
Ｈ

2
7
年
と
Ｈ

2
7
年
か
ら
Ｒ
２
年
で
の
人
口
増
減
比
較
で
は
、

1
5
歳
か
ら

3
4
歳
に
か
け
て
の
人
口

が
流
出
の
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、

2
5
歳
か
ら

3
4
歳
人
口
減
少
率
は
更
に
悪
化
し
て
い
る
。

[図
4

]

(1
) 
施
設
の
立
地
状
況

・
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
：
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
蒲
生
店
、
シ
ョ
ッ
パ
ー
桜
川
等
、
４
店
舗

・
総
合
病
院
･公
立
診
療
所
：
蒲
生
医
療
セ
ン
タ
ー
、
長
峰
診
療
所
、
鋳
物
師
診
療
所

・
学
校
：
小
学
校
３
校
、
中
学
校
１
校

・
企
業
：
近
江
鉄
道
本
線
沿
い
に
 
つ
の
工
業
団
地
が
立
地

(2
) 
公
共
交
通
の
状
況

・
地
域
内
を
近
江
鉄
道
（
３
駅
）
、
路
線
バ
ス
（
１
路
線

2
系
統
）
、
日
野
町
営
バ
ス
（
１
路
線
）
、
ち
ょ
こ
っ
と
タ

ク
シ
ー
（
 
エ
リ
ア
）
が
運
行
し
て
い
る
。

・
近
江
鉄
道
は
、
八
日
市
･彦
根
方
面
や
水
口
方
面
へ
の
通
学
利
用
が
多
く
あ
る
が
、
桜
川
駅
を
は
じ
め
、
近
年
利
用

者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

・
近
江
鉄
道
桜
川
駅
で
は
、
平
成

2
7
年
度
に
自
転
車
駐
車
場
増
設
、
令
和
元
年
度
に
公
衆
ト
イ
レ
設
置
を
行
い
、
駅

の
利
便
性
向
上
を
図
っ
た
。

・
路
線
バ
ス
は
日
八
線
が
あ
り
、
大
き
く
は
Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅
と
蒲
生
地
域
を
経
由
し
日
野
町
方
面
ま
で
を
結
ぶ
系
統

と
長
峰
団
地
を
結
ぶ
２
系
統
の
計
３
系
統
を
運
行
。
主
に
Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅
方
面
へ
の
高
校
生
の
通
学
利
用
が
多
く

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
収
支
率
は

5
0
％
前
後
で
推
移
し
て
い
た
。

・
ち
ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー
蒲
生
エ
リ
ア
は
共
通
エ
リ
ア
と
北
･東
･南
･西
エ
リ
ア
の
計
 
エ
リ
ア
で
運
行
し
、
利
用
者

も
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
た
。

：
専
門
学
校

：
高
等
学
校

：
大
学

：
小
中
学
校

：
市
役
所
･
支
所

：
総
合
病
院
･
公
立
診
療
所

：
民
間
診
療
所

：
主
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

：
山
・
寺
・
集
客
施
設
等

：
図
書
館

：
ス
ポ
ー
ツ
施
設

：
主
な
工
場

-
凡
例

-

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

：
近
江
鉄
道
線

：
ＩＣ
・
Ｓ
ＩＣ

：
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
ＩＤ
）

蒲
生
S
I
C
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地
域

別
の

特
性

・
課

題
と

改
善

の
方

向
性

【
蒲

生
地

域
】

３
地

域
内
住
民
の
移
動
実

態
と
地
域
内
施
設
へ

の
来
訪
実
態

１
～
３
＋
ヒ
ア
リ
ン

グ
･ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
踏

ま
え
た
課
題
整
理

(1
) 

通
勤

①
地

域
内

在
住

者
の

移
動

実
態

・
地

域
内

に
あ

る
工

業
団

地
に

加
え

、
近

江
八

幡
市

や
日

野
町

の
工

業
団

地
等

へ
の

通
勤

が
多

く
、

車
（

マ
イ

カ
ー

）
移

動
と

な
っ

て
い

る
。

②
地

域
内

施
設

へ
の

来
訪

実
態

・
近

江
鉄

道
沿

線
に

工
業

団
地

が
複

数
あ

り
、

車
（

マ
イ

カ
ー

）
通

勤
が

大
半

と
な

っ
て

い
る

。

(2
) 

通
学

①
地

域
内

在
住

者
の

移
動

実
態

・
高

校
生

は
、

八
日

市
･
近

江
八

幡
･水

口
の

３
方

面
に

通
学

が
多

く
、

八
日

市
･水

口
方

面
に

は
近

江
鉄

道
、

近
江

八
幡

市
方

面
に

は
路

線
バ

ス
を

利
用

し
て

い
る

。
・

蒲
生

西
小

、
蒲

生
東

小
に

通
う

児
童

で
、

小
学

校
か

ら
遠

い
集

落
に

住
む

児
童

は
ス

ク
ー

ル
バ

ス
で

通
学

し
て

い
る

。

(3
) 

買
物

①
地

域
内

在
住

者
の

移
動

実
態

・
地

域
内

の
ス

ー
パ

ー
の

利
用

が
多

く
、

八
日

市
地

域
や

近
江

八
幡

市
、

日
野

町
等

へ
買

物
移

動
も

あ
る

が
大

半
は

、
車

（
マ

イ
カ

ー
）

移
動

と
な

っ
て

い
る

。

(4
) 

通
院

①
地

域
内

住
民

の
移

動
実

態
・

か
か

り
つ

け
医

は
地

域
内

の
診

療
所

や
個

人
医

院
や

蒲
生

医
療

セ
ン

タ
ー

が
多

く
、

総
合

病
院

へ
の

通
院

は
東

近
江

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

や
日

野
記

念
病

院
等

へ
の

移
動

が
あ

る
も

の
の

、
大

半
が

車
（

マ
イ

カ
ー

）
移

動
と

な
っ

て
い

る
。

②
地

域
内

施
設

へ
の

来
訪

実
態

・
蒲

生
医

療
セ

ン
タ

ー
は

、
最

先
端

が
ん

診
療

棟
が

完
成

し
、

今
後

市
内

外
か

ら
の

通
院

利
用

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
。

１
ち

ょ
こ
っ
と
タ
ク
シ
ー

の
運
行
形
態
（
エ
リ

ア
運
行
）
見
直
し

２
長

峰
団
地
を
は
じ
め
地

域
の
特
性
を
踏
ま
え

た
停
留
所
の
見
直
し

３
路

線
バ
ス
の
定
時
運
行

確
保
に
向
け
た
対
応

に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る

４
健

康
福
祉
部
局
と
連
携

し
つ
つ
、
高
齢
者
の

公
共
交
通
を
利
用
し

た
お
で
か
け
機
会
の

創
出

(
1)

 全
体

・
地

域
人

口
の

半
数

が
集

中
し

て
い

る
長

峰
団

地
内

は
地

形
に

勾
配

が
あ

り
、

特
に

高
齢

者
に

な
る

と
徒

歩
や

自
転

車
で

の
移

動
は

厳
し

く
、

買
物

は
団

地
外

に
行

く
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
の

特
性

を
考

慮
し

た
ル

ー
ト

や
停

留
所

の
見

直
し

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・

現
行

の
ち

ょ
こ

っ
と

タ
ク

シ
ー

の
運

行
形

態
で

は
、

同
一

エ
リ

ア
･共

通
エ

リ
ア

と
の

移
動

に
限

ら
れ

て
お

り
、

使
い

に
く

い
と

い
う

声
を

踏
ま

え
、

運
行

形
態

の
見

直
し

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

(
2)

 通
勤

・
近

江
八

幡
市

や
日

野
町

方
面

等
へ

の
車

（
マ

イ
カ

ー
）

通
勤

が
多

く
、

交
通

渋
滞

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

交
通

関
連

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

な
が

ら
移

動
需

要
を

把
握

し
、

公
共

交
通

を
利

用
し

た
通

勤
形

態
転

換
に

向
け

た
取

組
を

進
め

て
行

く
必

要
が

あ
る

。

(
3)

 通
学

・
路

線
バ

ス
に

よ
る

通
学

利
用

が
多

く
あ

る
が

、
交

通
渋

滞
よ

る
遅

延
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
路

線
バ

ス
の

定
時

性
確

保
に

向
け

、
隣

接
自

治
体

等
、

関
係

機
関

と
と

も
に

対
応

策
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・

東
近

江
市

教
育

委
員

会
が

運
行

し
て

い
る

ス
ク

ー
ル

バ
ス

に
つ

い
て

は
、

担
い

手
確

保
が

難
し

く
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
東

近
江

市
教

育
委

員
会

と
対

応
策

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

(
4)

 通
院

・
現

在
の

ち
ょ

こ
っ

と
タ

ク
シ

ー
の

運
行

エ
リ

ア
体

制
を

見
直

す
こ

と
で

、
地

域
内

の
医

療
機

関
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

(
5)

 買
物

・
地

域
住

民
の

買
物

は
、

車
（

マ
イ

カ
ー

）
で

の
移

動
が

中
心

で
あ

る
が

、
商

業
施

設
と

連
携

し
な

が
ら

、
公

共
交

通
を

利
用

し
た

お
出

か
け

機
会

創
出

に
む

け
た

取
組

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
・

ち
ょ

こ
っ

と
タ

ク
シ

ー
の

停
留

所
に

つ
い

て
は

、
買

物
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

検
討

す
る

こ
と

で
、

地
域

内
の

買
物

移
動

の
利

便
性

向
上

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

(
6)
 広

報
･そ

の
他

・
利

用
方

法
や

ア
ク

セ
ス

方
法

、
時

刻
表

等
を

改
め

て
周

知
す

る
と

と
も

に
、

公
共

交
通

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
の

変
化

を
常

に
把

握
し

、
適

切
に

対
応

を
続

け
る

必
要

が
あ

る
。

・
高

齢
者

の
移

動
を

確
保

す
る

た
め

、
集

落
の

ち
ょ

こ
っ

と
タ

ク
シ

ー
停

留
所

の
位

置
に

つ
い

て
は

必
要

に
応

じ
て

見
直

し
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。 蒲
生

地
域
の
取

組
方
針
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